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2011 運動会
雨あり晴れあり曇りあり
子どもたちの笑顔いっぱい！
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地
域
み
ん
な
で  

地
域
づ
く
り

　

栗
山
町
の
高
齢
者
比
率
（
65
歳
以
上
人
口
比

率
）
は
現
在
30
％
を
超
え
、
こ
れ
か
ら
も
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
「
日
出
地
区
」
は
、
１
５
０
人
弱
の

人
た
ち
が
住
む
集
落
で
、
そ
の
内
65
歳
以
上
の

人
口
が
60
％
を
超
え
、
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い

る
限
界
集
落（
65
歳
以
上
人
口
比
率
50
％
以
上
）

の
50
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
「
日
出
地
区
」
で
５
月
の
末
、「
日
出

多
目
的
広
場
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
８
月
か
ら
日
出
連
合
町
内
会
が
中

心
と
な
り
、
地
域
の
意
見
を
調
整
し
、
町
へ
の

要
請
を
行
う
な
ど
、
当
時
の
関
係
者
は
「
地
域

の
熱
意
」
を
相
当
感
じ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

日
出
多
目
的
広
場
を
楽
し
む

　

平
成
21
年
５
月
、
造
成
す
る
こ
と
が
決
ま
る

と
、
地
域
に
と
っ
て
は
、
そ
こ
か
ら
が
大
変

で
し
た
。
敷
地
に
残
っ
て
い
た
オ

ン
コ
の
根
を
抜
く
作
業
、
整
地
な

ど
の
造
成
を
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
い
ま
す
。
幸
い
、
地

域
に
は
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
重
機

を
所
有
し
て
い
る
方
も
多
く
、
ト

ラ
ク
タ
ー
３
台
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー

１
台
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
１
台
な

ど
を
動
員
し
、
延
べ
１
０
４
日
間

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

人
力
に
よ
る
奉
仕
は
延
べ
２
４
０

日
間
。
合
計
３
４
４
日
分
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

手
作
業
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
均
年
齢

は
な
ん
と
81
歳
。
重
機
操
作
は
少
し
若
く
て
平

均
73
歳
の
方
々
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
連
合
町
内
会
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
５

つ
の
町
内
会
が
連
合
し
、
63
戸
の
家
庭
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
会
長
の
佐
藤
清
光
さ
ん
（
78

歳
）
は
、「
高
齢
の
地
域
住
民
が
率
先
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
と
敬

意
を
表
し
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
逆
に
若
い

人
た
ち
な
ら
忙
し
く
て
で
き
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
日
出
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

の
強
さ
や
熱
意
を
感
じ
ま
す
。
２
年
前
の
町
内

会
総
会
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
作
業
に
入
る
こ

と
が
満
場
一
致
で
決
ま
り
ま
し
た
。」
と
話
さ

れ
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
広
場
を
活
用
し
、
楽
し

む
こ
と
を
考
え
ま
す
。
自
分
た
ち
が
楽
し
む
た

め
に
は
、
自
分
た
ち
で
何
ら
か
の
負
担
す
る
こ

日
出
連
合
町
内
会
（
佐
藤
清
光
会
長 

63
戸
）
が
３
年
越
し
で
造
成
を
進
め
て
き
た

「
日
出
多
目
的
広
場
」
が
完
成
し
５
月
29
日
、
そ
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
地
域
の
人

た
ち
な
ど
約
40
人
が
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
、
地
域
住
民
が
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
持
ち
寄
り
造
成
し
、
芝
の
種
を

蒔
き
育
て
る
な
ど
多
く
の
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
熱
意
で
完
成
し
た
広
場
に
は
、
９
ホ
ー
ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
整
備
さ
れ

こ
れ
か
ら
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

そ
の
広
場
を
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
の
一
例
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
会
長
は
、
こ
う
問
い
か
け
ま
す
。「
日

出
地
域
の
65
歳
以
上
は
90
人
い
ま
す
。
そ
の

半
数
が
80
歳
以
上
で
す
。
こ
の
広
場
を
造
る

に
あ
た
っ
て
、
僕
よ
り
も
一
回
り
上
の
人
が

一
生
懸
命
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
90
歳
を
超
え
る
方
々
が
で
す
。
世
間
で

は
75
歳
以
上
を
後
期
高
齢
者
な
ん
て
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
言
葉
は
こ
の
地
域
で
は
通
用
し

ま
せ
ん
。
よ
く
言
わ
れ
る
「
限
界
集
落
」
な
ん

て
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
年
齢
や
比
率

で
定
義
づ
け
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
、
そ
こ

に
現
実
に
生
き
て
い
る
人
に
対
し
て
失
礼
な
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
出
町
内
会
で
は
、
敬
老
に
対
す

る
考
え
方
も
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。「
10
年
以

上
前
に
は
、
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
敬
老
祝

い
と
し
て
、
地
域
で
祝
い
膳
を
囲
ん
で
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
年
配
者
が
増
え
る
と

そ
う
も
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
最
初
の
お
祝

い
は
77
歳
の
喜
寿
か
ら
と
決
め
ま
し
た
。
次
は

88
歳
の
米
寿
で
す
し
、
そ
の
次
は
99
歳
の
白
寿

で
す
。
こ
れ
を
決
め
た
時
は
、
次
の
年
に
70
歳

に
な
る
方
か
ら
相
当
言
わ
れ
ま
し
て
ね
。
な
ん

と
か
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
ね
…
」
と
苦

笑
し
ま
す
。

　　

佐
藤
会
長
は
続
け
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
の
人
た
ち
と
楽
し
む
こ
と
を
考
え
ま
す
。

人
生
わ
ず
か
３
０
０
０
０
日
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
82
年
と
少
し
で
す
。
私
に
あ
と
何
日

残
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
年
齢
な

ん
か
考
え
な
い
で
、
生
き
て
い
る
限
り
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
…
。

　

最
後
に
佐
藤
会
長
は
「
こ
の
広
場
は
、
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
協
力
で
造
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
で
造
り
上
げ
、
管
理
す
る
こ
の
広
場

を
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
自
由
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
地
域
で

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
に

地
域
の
熱
意
で

（笑顔で語る佐藤清光会長）

高
齢
者
と
は
？

　
　

後
期
高
齢
者
と
は
？

皆
さ
ん
に
使
っ
て
ほ
し
い

こ
れ
か
ら
も
頑
張
る
！
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日出多目的広場
日出生活館の西側に位置する、敷地面積

7,884㎡、9 ホールのパークゴルフ場です。

９ホールだけでは寂しいと、１つのホー

ルに２つのティをもち、白・黄の２コー

スで１８ホール分を楽しめます。

（写真提供：佐藤清光会長）
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消
防
庁
長
官
表
彰　

※
敬
称
略

日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

◇
勤
続
章

小
針　

清
（
第
１
分
団
分
団
長
）

鈴
木
英
雄
（
第
３
分
団
分
団
長
）

椛
澤
正
則
（
第
１
分
団
部
長
）

南
空
知
消
防
組
合
管
理
者
表
彰

◇
感
謝
状
（
退
団
者
）

金
森
正
明
（
元
第
２
分
団
部
長
）

藤
田
栄
治
（
元
第
２
分
団
班
長
）

幅
田
正
志
（
元
第
３
分
団
班
長
）

武
田　

孝
（
元
第
２
分
団
班
長
）

横
山
幸
二
（
元
第
１
分
団
団
員
）

◇
功
績
章

南
坂
明
憲
（
第
２
分
団
副
分
団
長
）

◇
精
積
章

小
針　

清
（
第
１
分
団
分
団
長
）

田
鎖
充
雄
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

中
谷　

保
（
第
３
分
団
班
長
）

◇
勤
労
章

古
田
敏
幸
（
第
２
分
団
班
長
）

宮
本　

武
（
第
３
分
団
班
長
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
30
年
）

鈴
木
英
雄
（
第
３
分
団
分
団
長
）

椛
澤
正
則
（
第
１
分
団
部
長
）

谷
永
良
一
（
第
１
分
団
班
長
）

平
成
23
年
度
栗
山
消
防
団
春
季
連
合
消
防
演
習
・
表
彰
者

◇
精
勤
章
（
勤
続
25
年
）

八
手
健
治
（
第
３
分
団
団
員
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
20
年
）

黒
河
一
也
（
第
１
分
団
班
長
）

塩
見　

望
（
第
１
分
団
班
長
）

川
畑
憲
吾
（
第
２
分
団
班
長
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
15
年
）

桐
田
憲
明
（
第
３
分
団
班
長
）

団
長
表
彰

◇
功
績
章

宮
本　

武
（
第
３
分
団
班
長
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
10
年
）

山
田
晃
博
（
第
２
分
団
団
員
）

飯
尾
隆
亮
（
第
３
分
団
団
員
）

川
崎
太
樹
（
第
３
分
団
団
員
）

大
西
剛
史
（
第
３
分
団
団
員
）

野
澤
裕
実
（
第
３
分
団
団
員
）

◇
精
勤
章
（
勤
続
５
年
）

瀧
澤
茂
和
（
第
２
分
団
団
員
）

清
水
哲
矢
（
第
３
分
団
団
員
）

不
破　

潤
（
第
３
分
団
団
員
）

小
川
貴
臣
（
第
３
分
団
団
員
）

富
樫
真
由
（
第
３
分
団
団
員
）

國
岡
晃
平
（
第
３
分
団
団
員
）

猪
熊
政
信
第
３
分
団
団
員
）

◇
優
秀
章

沼
田
政
則
（
第
１
分
団
団
員
）

越
前
谷
孝
行
（
第
１
分
団
団
員
）

高
野
龍
一
（
第
２
分
団
団
員
）

亀
森
辰
雄
（
第
２
分
団
団
員
）

八
手
健
治
（
第
３
分
団
団
員
）

谷
内
智
隆
（
第
３
分
団
団
員
）

中
島
昌
一
（
第
３
分
団
団
員
）

　　
「
ま
ち
の
憲
法
」
と
も
言
わ
れ
る
自
治
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
た
、
第
１
回
目
の
「
く
り
や
ま
の
自
治
基

本
条
例
を
つ
く
る
会
」
が
６
月
17
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
２
～
３

月
の
町
教
育
委
員
会
主
催
「
地
方
自
治
講
座
」
受
講
生

５
人
が
「
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
条
例
づ
く
り
を
」
と

い
う
理
念
の
も
と
、
町
と
と
も
に
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
第
一
回
会
議
で
は
、
公
募
に
よ
る
12
人
が
集

　
ま
り
、
会
の
名
称
や
目
標
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
協
議

し
、
会
の
代
表
に
高
橋
慎
さ
ん
、
副
代
表
に
菊
池
鉄
男

さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

■
会
の
目
標　

　

条
例
の
骨
子
（
素
案
）
を
作
成
し
町
長
に
提
案

■
会
の
期
間　

　

平
成
23
～
24
年
度
の
概
ね
２
年
間
（
条
例
が
制
定
さ

れ
た
日
ま
で
）

■
会
の
考
え
方　

　

会
以
外
の
多
く
の
町
民
の
参
加
の
も
と
策
定
を
進
め
る
。

　

町
議
会
や
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
策
定
を
進
め
る
。

　
「
つ
く
る
会
」
で
は
今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
各

団
体
と
の
懇
談
会
な
ど
、
多
く
の
町
民
に
参
加
し
て
も

ら
う
機
会
を
つ
く
り
な
が
ら
、
役
場
や
議
会
運
営
の
仕

組
み
や
町
民
参
加
の
あ
り
方
な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
検

討
を
進
め
、
栗
山
町
の
実
態
に
あ
っ
た
〝
町
民
の
た
め

の
条
例
づ
く
り
〟
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
会
の
参
加
者　

※
敬
称
略

高
橋
慎
代
表
（
松
風
４
）、
菊
池
鉄
男
副
代
表
（
中
央

１
）、
大
沼
英
明
（
松
風
２
）、
小
林
弘
和
（
桜
丘
２
）、

冬
野
大
希
（
朝
日
４
）、
尾
﨑
政
春
（
桜
丘
１
）、
青

木
隆
夫
（
湯
地
）、
井
田
一
惠
（
桜
丘
１
）、
永
田
英
隆

（
角
田
）、
田
中
秀
典
（
継
立
）、
清
水
滋
子
（
桜
丘
１
）、

萩
野
佳
記
（
継
立
）

全国教育委員会表彰＊磯野武司さん厚生労働大臣表彰＊村上美枝子さん

長年ありがとうございました

長く民生委員を務められた村上美枝子さん（継立）

が厚生労働大臣の特別表彰を受賞し６月 9 日、役場

応接室で椿原紀昭町長から表彰状が伝達されました。

村上さんは昭和 55 年から昨年 11 月末に退任される

までの 30 年間、民生委員・児童委員として地域の

福祉向上に貢献してこられました。その間、栗山町

民生委員児童委員協議会の副会長を 15 年間務めら

れるなど、町の社会福祉向上にも努められました。

表彰状を手にした村上さんは「みなさんのお陰で務

めあげることができました。ありがとうございます」

と話していました。

平成 10 年から 12 年間余り、町教育委員会の委員長

を務められ昨年末退任された磯野武司さん（中央 4）

にこのほど、全国市町村教育委員会連合会より表彰

状が贈られ、６月 16 日、鈴木紀元教育長から伝達

されました。磯野さんは 12 年間を振り返り「全国

で相次いだ “ いじめ自殺事件 ” の対応で、一時、教

育委員会不要論が渦巻いた時期がありました。栗山

は行動する教育委員会として活動し、いじめ実態調

査の実施や、北海道が行う家庭教育サポート企業制

度に取り組み町内 100 社以上の賛同が得られるな

ど、成果を出せたと思います」と話していました。

み
ん
な
で
つ
く
る

ま
ち
の
〝

憲
法
” 

①

新連載！「
く
り
や
ま
の
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
設
立
さ
れ
る
！



生活と環境
交通ルールを守りましょう
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【問い合わせ】　町環境生活課　
環境対策グループ☎� 7511
生活安全グループ☎� 7510

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
気
温
の
上
昇
と
と

も
に
野
外
で
活
動
す
る
機
会
が
増
え
、
自
動

車
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
夏
休
み
を
控

え
た
「
子
ど
も
の
交
通
事
故｣

防
止
と
増
加

傾
向
に
あ
る
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
」
を
防

止
し
、
夏
場
に
多
い
「
二
輪
車
の
交
通
事
故
」

の
抑
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

■
期　

間  　

７
月
15
日
㈮
～
24
日
㈰

■
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

 　

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死　

　

～ 
め
ざ
せ　

安
全
で
安
心
な
北
海
道 

～

■
５
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
運
動

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
二
輪
車
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止　

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用　
　

○
交
差
点
の
交
通
事
故
防
止

○
車
道
の
左
側
を
走
り
ま
し
ょ
う
！

○
自
転
車
通
行
可
の
歩
道
を
走
る
時
は
、
歩

　

行
者
が
優
先
で
す
！

○
信
号
や
標
識
に
従
っ
て
走
り
ま
し
ょ
う
！

○
夜
間
ラ
イ
ト
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

夏
の
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

○
携
帯
電
話
の
利
用
や
傘
を
さ
し
な
が
ら

　

の
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

○
酒
を
飲
ん
だ
ら
自
転
車
に
乗
る
こ
と
は

　

や
め
ま
し
ょ
う
！

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
は
、
被
害
者

家
族
は
も
と
よ
り
加
害
者
や
そ
の
家
族
ま
で

も
不
幸
に
陥
お
と
し
いれ
ま
す
。

　
『
少
し
ぐ
ら
い
飲
ん
で
も
大
丈
夫
』、『
こ
れ

ぐ
ら
い
な
ら
問
題
な
い
』、『
意
識
が
ハ
ッ
キ

リ
し
て
い
た
の
で
、
支
障
は
な
い
』
な
ど
の

認
識
の
甘
さ
か
ら
現
在
も
飲
酒
運
転
を
行
い
、

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起
こ
し
て
し

ま
う
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

栗
山
に
は
２
年
前
の
辛
い
経
験
が
あ
り
ま

す
。
２
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

地
域
や
職
場
、
そ
し
て
家
庭
で｢

飲
酒
し
た

ら
運
転
し
な
い｣

、｢

運
転
す
る
人
に
は
飲
ま

飲
酒
運
転
は｢

し
な
い
・
さ
せ
な
い｣

　

残
念
な
こ
と
に
、
先
月
、
町
内
で
不
法
に

投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
、
原
則
と
し
て

投
棄
し
た
人
が
片
付
け
て
適
正
に
処
分
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
投
棄
し
た
人
が

判
明
し
な
い
場
合
は
、
投
棄
さ
れ
た
土
地
の

所
有
者
、
管
理
者
が
片
付
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
環
境
悪
化
を
招
く
だ
け
で
な

く
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環
境
教

育
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
監
視
の
目
で
、
不
法
投
棄
を

さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

写
真
は
先
日
、
町
内
で
発
見
さ
れ
た
大
量

の
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
で
す
。

　

町
で
は
、
栗
山
警
察
署
に
連
絡
し
不
法
投

棄
者
の
割
り
出
し
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

町
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
７
５
１
１

不
法
投
棄
に
よ
り
、
廃
棄
物
処
理
法
に
違
反

し
検
挙
さ
れ
る
と
…
。

５
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
１
０
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
（
法
人
は
１
億
円
以
下
）
も
し

く
は
そ
の
両
方
と
な
り
ま
す
。

６月に不法投棄されたごみ

自
転
車
の
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　

守
り
ま
し
ょ
う

せ
な
い｣

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

☆
行
政
上
の
責
任
☆

　
（
免
許
の
停
止
・
取
り
消
し
な
ど
の
処
罰
）

○
酒
気
帯
び
運
転

・
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度 

０
・
15
㎎
以
上 

違
反
点
数
６
点 

免
許
停
止
30
日

０
・
25
㎎
以
上 

違
反
点
数
13
点 

免
許
停
止
90
日

○
酒
酔
い
運
転

・
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
運
転
が
困
難
だ
と
思
わ

れ
る
状
態
で
は
、
違
反
点
数
25
点 

免
許
取

消
２
年
間
免
許
取
得
で
き
な
い
。

○
危
険
運
転
致
死
傷
罪

・
飲
酒
運
転
で
人
を
死
傷
さ
せ
た
場
合
は
、
違

反
点
数
45
点 

免
許
取
消
５
年
間
免
許
取
得

で
き
な
い
。

☆
刑
事
上
の
責
任
☆

　
（
道
路
交
通
法
違
反
に
よ
る
懲
役
刑
罰
）

○
酒
気
帯
び
運
転

・
呼
気
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度 

０
・
15
㎎
以
上
→

１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
30
万
円
以
下
の

罰
金

○
酒
酔
い
運
転

・
酒
に
酔
っ
た
状
態
で
運
転
が
困
難
だ
と
思

わ
れ
る
状
態
→
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
、

50
万
円
以
下
の
罰
金

○
危
険
運
転
致
死
傷
罪

・
飲
酒
運
転
で
人
を
死
傷
さ
せ
た
場
合
は

ケ
ガ
の
場
合 

→
10
年
以
下
の
懲
役

死
亡
さ
せ
た
場
合 

→
１
年
以
上
15
年
以
下

の
懲
役

昨年７月 13 日に行われた死亡交通事故慰霊祭

　

毎
年
の
よ
う
に
大
量
発
生
し
て
い
る
マ
イ
マ
イ

ガ
は
、
成
虫
に
な
る
と
駆
除
が
難
し
い
た
め
卵
や

幼
虫
の
段
階
で
駆
除
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

ふ
化
し
た
幼
虫
（
毛
虫
）
は
、
７
月
下
旬
こ
ろ

か
ら
羽
化
し
成
虫

（
ガ
）に
な
り
ま
す
。

　

成
虫
の
寿
命
は

１
週
間
～
10
日
間

な
の
で
、８
月
い
っ

ぱ
い
が
ピ
ー
ク
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

卵
の
塊
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ヘ
ラ
（
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
底
を
切
っ
た
も
の
が
便
利
で
す
）
な
ど

で
、
は
ぎ
取
る
か
粘
着
テ
ー
プ
で
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

幼
虫
（
毛
虫
）
の
駆
除
は
、
市
販
の
殺
虫
剤
で

で
き
ま
す
が
、
10
㎜
以
上
の
大
き
さ
に
な
る
と
効

果
が
低
下
し
ま
す
。
殺
虫
剤
を
散
布
す
る
際
は
、

添
付
さ
れ
て
い
る
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
通
行
人

や
近
く
の
住
民
、
家
畜
、
ペ
ッ
ト
な
ど
に
十
分
配

慮
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
成
虫
や
卵
塊
を
取
り
除
く
と
鱗り
ん

毛も
う

が
舞

い
上
が
り
、
鱗
毛
に
触
れ
た
皮
膚
が
炎
症
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
、
手

袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

取
っ
た
成
虫
や
卵
塊
は
畑
に
埋
め
る
か
、
紙
袋

に
入
れ
〝
炭
に
で
き
な
い
ゴ
ミ
〟
と
し
て
出
し
ま

し
ょ
う
。　

マ
イ
マ
イ
ガ
の
駆
除
に
つ
い
て

不
法
投
棄
は 

犯
罪 

で
す
！

（６月 10 日　円山地区）

（６月 7 日　円山地区　道路脇に大量に）

（６月 7 日　円山地区　畑まで投げ込まれる）



　
国民健康保険税

平成 23 年度の保険税
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　資産割の税率を半減します

　問い合わせ

町税務課課税グループ☎� 7505（ダイヤルイン）

■  資産割の税率を２分の１程度に引き下げ

■  医療分は、所得割、資産割、均等割、平等割の全ての税率を引き下げ

■  後期高齢者支援金分と介護納付金分は、資産割、均等割の税率を引き下げ

■  医療分、後期高齢者支援金分、介護納付金分の課税限度額の引き上げ

区　分 医療分 後期高齢者
支  援  金  分

介　　　護
納  付  金  分

所得割 8.6％ 2.2％ 1.5％

資産割 54.0％ 10.0％ 7.0％

均等割 27,500 円 7,500 円 7,500 円

平等割 39,000 円 8,500 円 8,500 円

限度額 500,000 円 130,000 円 100,000 円

医療分 後期高齢者
支  援  金  分

介　　　護
納  付  金  分

8.2％ 2.2％ 1.5％

25.0％ 5.0％ 3.0％

24,000 円 6,500 円 6,500 円

32,000 円 8,500 円 8,500 円

510,000 円 140,000 円 120,000 円

【平成 22年度】 【平成 23年度】

第 36 回くりやま夏まつり
７月 22 日 （金） ・ 23 日 （土）

 ＜ 22 日（金）＞ 　＜ 23 日（土）＞

　◆問い合わせ　くりやま夏まつり実行委員会（商工会議所内）　☎ 72-1278

【協賛行事】

◇全町柔道大会（栗山町柔道協会）　　　　　　　　　23 日　            スポーツセンター

◇北の錦試飲会（小林酒造・栗山町料飲店組合）　　　22 日・23 日　駅前通り商店街

◇子供向け縁日（ヨーヨー釣りなど）

　　　　　　  　　（コミュニティネットワーク）　　　22 日・23 日　4 区商店街駐車場

◇ 3 ｏｎ 3 バスケットボール大会 ( ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会 )    23 日　　　　  駅前通り商店街

◇山草盆栽展（栗山盆栽会）　　　　　　　　　　　　22 日・23 日　カルチャープラザＥｋｉ
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◇駅前通り商店街
10:00 ～ 20:00　くりやまコミュニティネットワークイベント

10:00 ～ 20:30　自由広場・ゲームでがっぽり

11:00 ～ 14:00　3on3 バスケットボール大会

11:00 ～ 20:00　輪投げ、パットゴルフ

11:00 ～ 20:30　ビアガーデン

11:30 ～ 14:00　ザ・カレー市場

13:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場

14:00 ～ 18:00　運々セール

14:00 ～ 18:00　トーク DE 二番街

17:00 ～ 18:00　北の錦試飲会

17:00 ～ 19:00　ザ・カレー市場

18:00 ～ 20:00　全道和太鼓フェスティバル

20:00 ～ 20:30　打上げ花火大会　　

                          　※駅前通り商店街でご覧ください。

◇商店街イベント広場
12:00 ～ 20:30　一町多品出店（出店 11 店）

13:00 ～ 14:00　カラオケのど自慢大会 ( 前半の部 )

14:00 ～ 14:30　ＮＡＳＴＹバンド演奏

14:30 ～ 15:30　カラオケのど自慢大会 ( 後半の部 )

15:30 ～ 15:45　くりやま OH ！！夢乱咲演舞

15:45 ～ 16:00　カラオケのど自慢大会審査発表

16:00 ～ 17:00　新鮮野菜オークション

　納税通知書は７月中旬にお届けします！

　国民健康保険税の納付義務は世帯主にあります。世帯主が職場

の健康保険などに加入している場合でも、ほかの家族が国民健康

保険に加入していれば、世帯主あてに納税通知書が送付されます。

◇駅前通り商店街
11:30 ～ 14:00　ザ・カレー市場

12:00 ～ 15:00　ゲートボール大会

12:00 ～ 20:30　ビアガーデン

13:00 ～ 20:00　ジンギスカン広場

13:00 ～ 20:00　輪投げ、パットゴルフ

13:00 ～ 20:00　くりやまコミュニティネットワークイベント

13:00 ～ 20:30　自由広場・ゲームでがっぽり

14:00 ～ 18:00　運々セール

15:30 ～ 16:30　サマーコンサート

17:00 ～ 19:00　ザ・カレー市場

17:30 ～ 20:30　ロックコンテスト

18:00 ～ 19:00　北の錦試飲会

18:00 ～ 19:00　子供みこし

18:30 ～ 20:00　郷土芸能パレード ( かさおどり・郷土おど

　　　　　　　 り・ 介護学生よさこい )

19:30 ～ 21:00　活みこし

◇商店街イベント広場
12:00 ～ 20:30　一町多品出店（出店 11 店）

13:50 ～ 14:00　栗山小学校吹奏楽

14:00 ～ 14:30　食育ゲーム大会

15:15 ～ 15:30　栗山いちい保育園お遊戯発表

15:45 ～ 16:15　ダンスショーケース

16:30 ～ 17:00　栗山中吹奏楽部ミニコンサート

17:00 ～ 17:40　元気！民謡少女「み・せ・た」

17:40 ～ 18:00　郷土芸能 ｢銭だいこ｣

国民健康保険税の
税率を
引き下げます !
昨年度に比べ、
一世帯あたり平均２７，０００円下げます。

⇒

基金を活用して保険税を引き下げ、

　　　　　被保険者の負担軽減を図ります。



　
な
減
少
、
そ
の
他
特
別
の
事
情
で
生
活
が

著
し
く
困
窮
し
、
医
療
機
関
へ
の
お
支
払

い
が
困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
・

臨
時
的
に
窓
口
負
担
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ

（
制
度
に
関
す
る
こ
と
）

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
１
（
２
９
０
）
５
６
０
１

　

町
住
民
福
祉
課
住
民
保
険
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
７
５
０
８
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

（
保
険
料
に
関
す
る
こ
と
）

　

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
５
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

窓
口
負
担
（
一
部
負
担
金
）
の
割
合

　

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
の
割
合
は
、

前
年
の
所
得
に
よ
り
、
１
割
（
一
般
）
と

３
割（
現
役
並
み
所
得
者
）に
分
か
れ
ま
す
。

○
「
一
般
」
の
方

　
　
　

○
「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
方

　
　
　

※ 「
現
役
並
み
所
得
者
」
っ
て
…
？

　
「
現
役
並
み
所
得
者
」
と
は
、
所
得
の
基

準
で
①
「
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４
５
万

円
」
を
超
え
る
方
を
い
い
ま
す
。

　　

た
だ
し
、
収
入
の
額
が
下
の
表
②
の
い

ず
れ
か
の
金
額
未
満
の
場
合
は
、
町
窓
口

へ
申
請
し
認
定
を
受
け
る
と
、
申
請
の
翌

月
１
日
か
ら
原
則
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

　 高齢者の医療制度
「後期高齢者医療制度加入者」
「国民健康保険高齢受給者」

の皆さまへ
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■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
の
一
斉
更
新

　

現
在
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
証

の
有
効
期
限
が
平
成
23
年
７
月
31
日
を
も
っ

て
満
了
と
な
る
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。　

 

　

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
お

持
ち
の
保
険
証
を
破
棄
し
、
新
し
い
も
の

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成

25
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

○
紛
失
し
た
と
き
や
、
汚
れ
た
と
き
は
再

交
付
で
き
ま
す
の
で
、
町
住
民
福
祉
課
住

民
保
険
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

○
今
回
の
保
険
証
か
ら
、
裏
面
に
臓
器
提

供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
が
あ
り
ま
す
。
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●
減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
）
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す

　

減
額
認
定
証
は
、
入
院
し
た
際
の
医
療
費

や
食
事
代
な
ど
の
自
己
負
担
額
を
軽
減
す
る

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。

　

現
在
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
減
額

認
定
証
の
有
効
期
限
は
平
成
23
年
７
月
31
日

で
す
の
で
、
８
月
以
降
は
使
え
ま
せ
ん
。
期

限
が
過
ぎ
た
ら
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
８
月
か
ら
減
額
認
定
証
の
対
象
と

な
る
方
へ
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
入
院
中

や
入
院
予
定
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

※原則として、申請日の属する月の１日から適用されます。

＜後期高齢者医療制度加入者＞ ＜国民健康保険高齢受給者＞
世帯全員が住民税非課税である方
が対象

同じ世帯の世帯主および国保被保険
者が住民税非課税である方が対象

Ⅱ 適用区分「Ⅰ」に該当しない住民
税非課税世帯の方

適用区分「Ⅰ」に該当しない、同
じ世帯の世帯主および国保被保険
者が住民税非課税である方

Ⅰ

世帯全員が住民税非課税である方
のうち次のいずれかに該当する方

同じ世帯の世帯主および国保被保
険者が住民税非課税で所得が 0 円
かつ課税対象公的年金受給額が 80
万円以下の方

世帯全員の所得が 0 円かつ
課税対象公的年金受給額が
80 万円以下の方
老齢福祉年金を受給されて
いる方

対象者

適用
区分

後後期高齢者医療制度・国保高齢受給者の自己負担限度額ほか

適用

区分

自己負担限度額（月額） 食事療養標準負担額
（療養病床以外に入

院された方）

生活療養標準負担額

（療養病床に入院された方）
外　来

（個人単位） 入院と世帯ごとの限度額
食事代 食事代 居住費

現役

並み

所得者

44,400 円

80,100 円 + 医 療 費 が 267,000
円を超えた場合、その超えた分
の１パーセント
< 過去 12 カ月以内に４回以上
高額療養費の支給があった場
合、４回目以降は 44,400 円 >

１食につき
260 円

１食につき

460 円

※２ 1 日につき

320 円

た だ し、 老
齢 福 祉 年 金
を 受 給 し て
い る 後 期 医
療 加 入 者 で
区 分 Ⅰ の 方
は 0 円

一般
※１ 12,000 円 44,400 円

Ⅱ
8,000 円

「 減 額 認 定 証 」

を提示すると、

医療機関窓口で

の負担額が右記

のとおりとなり

ます。

24,600 円

90 日まで１食につき
210 円

１食につき

210 円過去 12 カ月で 90
日を超える入院 1
食につき　160 円
　                        ※３

Ⅰ 15,000 円 1 食につき 100 円
1 食につき

100 円

※１ 自己負担割合が１割で「Ⅱ」「Ⅰ」に該当しない方
※２ 一部の医療機関では 420 円です。
※３ 減額認定証の適用区分が「Ⅱ」で「長期入院該当年月日」欄に日付の記入がない方は、過去 12 カ月

の入院日数が 90 日を超えた場合、申請により長期入院該当となり、食事代が軽減される場合があります。
領収書など入院日数が判断できるものを用意して町窓口へお問合せください。

■　減額認定証の対象となる方　■

●
高
額
療
養
費
、
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
な

ど
に
つ
い
て

　

１
カ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
が
、
限
度

額
を
超
え
た
分
を
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
て
負
担
さ
れ
た

場
合
は
、
左
表
の
と
お
り
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
（
被
保
険

者
）
の
場
合

　

申
請
を
一
度
す
る
と
、以
降
は
該
当
と
な
っ

た
場
合
に
、
お
お
む
ね
診
療
月
の
３
カ
月
後

に
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
（
70
歳
～
74

歳
ま
で
の
国
保
被
保
険
者
）
の
場
合

　

診
療
月
ご
と
、
領
収
書
原
本
が
必
要
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
　
　
　
　

支
払
い
が
困
難
な
場
合

　

医
療
機
関
へ
の
お
支
払
い
が
困
難
な
場

合
は
、
町
住
民
福
祉
課
住
民
保
険
グ
ル
ー

プ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

災
害
、
失
業
な
ど
に
よ
る
所
得
の
大
幅

３
割

１
割

窓
口
負
担
は　

窓
口
負
担
は　

　被保険者が１人の世帯
                                                              　

　被保険者が１人で、同一世帯に
　70 ～ 74 歳の方がいる世帯

   　

　被保険者が複数いる世帯　

②  収 入  の基準

【当該被保険者および同一世帯に属する
　　　　　70 ～ 74 歳の方の合計収入額】　 

【当該被保険者の収入額】　 ３８３万円

５２０万円

【同一世帯の被保険者の合計収入額】 

①  所 得  の基準

住民税課税所得

１４５万円

５２０万円



▼
栗
山
町
第
５
次
総
合
計
画
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人
雨
煙
別
学
校
補
助

金
の
事
業
期
間
延
長
や
、
堆
肥
化
施
設
堆

肥
保
管
庫
整
備
事
業
、
栗
山
小
学
校
遊
具

改
修
事
業
の
追
加
な
ど
主
要
事
業
の
追
加

５
件
と
事
業
期
間
の
変
更
４
件
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）

７
６
３
０
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

73
億
８
５
５
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
、
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
護
柵
設
置

事
業
補
助
金
の
追
加
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車

購
入
や
、
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
対

す
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
整
備
補
助
金

の
補
正
な
ど
で
す
。

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

法
律
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
中
間

所
得
層
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き

上
げ
、
所
得
割
、
資
産
割
、
均
等
割
お
よ

び
平
等
割
の
各
税
率
の
改
定
を
行
う
も
の

で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

30
万
円
を
追
加
し
、
総
額
18
億
１
７
０
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
課

税
限
度
額
の
引
き
上
げ
お
よ
び
保
険
税
率

議

案

第５回栗山町議会定例会において次の議案が

審議されました。　　　　（6月 21日招集）

平成 23 年第 5 回定例会

の
見
直
し
に
よ
る
減
額
分
を
基
金
か
ら
繰

り
入
れ
る
補
正
と
、
保
険
税
の
還
付
金
追

加
な
ど
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

５
１
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
３
９

１
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
学

生
寮
の
暖
房
・
給
湯
用
ボ
イ
ラ
ー
更
新
で
す
。

▼
平
成
23
年
度
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

１
７
２
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総
額

13
億
７
１
４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
の
給
付
見
込
額
増
に
伴
う
補
正
で
す
。

▼
栗
山
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

法
律
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
で
、
平
成

23
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
緊
急
措
置
と
し
て
、
地
震
災
害
に
よ

る
損
失
に
つ
い
て
、
個
人
町
民
税
の
特
例

措
置
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
伴
い
、
磁
気
デ
ィ

ス
ク
を
も
っ
て
調
製
さ
れ
た
戸
籍
事
項
の

証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て
、
現
行
と
同
額

の
手
数
料
を
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
に
関

す
る
条
例
及
び
栗
山
町
農
業
集
落
排
水
施

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

角
田
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
が
公
共
下

水
道
事
業
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
「
角
田
地
区
」、「
栗
山
工
業
団
地

地
区
」
を
公
共
下
水
道
事
業
に
よ
る
受
益

を
受
け
る
排
水
区
域
と
す
る
た
め
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
町
水
道
事
業
給
水
条
例

複
雑
な
水
道
料
金
体
系
を
、
水
の
使
用
実

態
に
応
じ
た
料
金
体
系
と
す
る
と
と
も

に
、
料
金
収
入
の
総
額
は
変
え
ず
に
、
比

較
的
使
用
水
量
の
少
な
い
単
身
世
帯
な
ど

に
対
す
る
負
担
軽
減
を
図
る
な
ど
、
よ

り
公
平
感
の
あ
る
料
金
体
系
に
移
行
す
る

た
め
の
全
部
改
正
で
す
。
こ
の
条
例
案
は

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

▼
松
栄
団
地
１
工
区
新
築
主
体
工
事
の
請
負

契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

９
１
３
５
万
円　

業　
　

者　

松
原
産
業
株
式
会
社

▼
松
栄
団
地
２
工
区
新
築
主
体
工
事
の
請
負

契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

1
億
４
２
４
８
万
５
千
円　

業　
　

者　

朝
日
産
業
株
式
会
社

▼
栗
山
町
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る
郵

便
局
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て

　
戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
伴
い
、
角
田
郵
便

局
に
取
り
扱
わ
せ
る
事
務
に
戸
籍
全
部
事

項
証
明
書
な
ど
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
栗
山
公
共
下
水
道
汚
水
１
号
幹
線
整
備
そ

の
１
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

５
３
１
０
万
６
百
円　

　

業　
　

者　

松
原
・
横
山　

　
　
　
　
　
　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼
栗
山
公
共
下
水
道
汚
水
１
号
幹
線
整
備
そ

議会の動き

14

の
２
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
金
額　

５
０
４
０
万
円　
　

　

業　
　

者　

井
沢
・
岡
山　

　
　
　
　
　
　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼
栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
例
改

正
で
す
。

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

　

渕
野 

巌
氏
（
湯
地
）、
吉
田
寿
栄
氏
（
阿

野
呂
）　

を
推
せ
ん
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
22
年
度
栗
山
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

地
域
活
性
化
・
緊
急
総
合
経
済
対
策
事
業

ほ
か
６
件
が
、
平
成
22
年
度
内
に
執
行
で

き
な
か
っ
た
の
で
平
成
23
年
度
に
繰
越
す

る
も
の
で
す
。

▼
原
発
か
ら
の
撤
退
、
安
全
最
優
先
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書

▼
住
民
の
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
を
支
え
る

交
通
運
輸
行
政
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

以
上
３
件
が
可
決
さ
れ
、
関
係
省
庁
へ
提

出
さ
れ
ま
す
。

▼
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
支
援
に
つ
い
て

３
月
11
日
に
発
生
し
ま
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、
今
も
な
お
９
万
人

以
上
の
方
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
対

し
ま
し
て
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
１
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
で
は
、
震
災
発
生
直
後
か
ら
被
災
地

へ
の
支
援
に
向
け
て
体
制
づ
く
り
を
行

い
、
３
月
15
日
に
栗
山
町
災
害
支
援
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
被
災
市
町
村
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

■
義
援
金
に
つ
い
て

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
栗
山
分
区
へ

義
援
金
と
し
て
１
０
０
万

円
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
宮

城
県
角
田
市
へ
見
舞
金
と

し
て
１
０
０
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
支
出
し
ま
し
た
。

３
月
18
日
か
ら
町
内
７
カ

所
に
義
援
金
受
付
の
窓
口

を
開
設
し
、
義
援
金
の
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６

月
20
日
現
在
に
お
け
る
義

援
金
の
受
付
状
況
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
多
く
の

町
民
の
方
々
か
ら
の
善
意

15

報

告

意
見
書

※ 

補
正
予
算
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

推
せ
ん

行
政
報
告

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
支
援
物
資
に
つ
い
て

支
援
物
資
は
、
３
月
24
日
に
角
田
市
へ
飲

料
水
、
マ
ス
ク
、

く
す
り
の
え
び
な

様
よ
り
提
供
い
た

だ
い
た
消
毒
液
、

谷
田
製
菓
様
よ
り

提
供
い
た
だ
い
た

「
き
び
だ
ん
ご
」

を
そ
れ
ぞ
れ
輸
送

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
が
実
施
し
た
個
人
か
ら
の

支
援
物
資
の
受
入
れ
に
関
し
、
４
月
１
日

か
ら
22
日
ま
で
の
間
、
受
付
窓
口
を
町
内

３
カ
所
に
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
食

料
品
、
生
活
用
品
、
学
用
品
な
ど
延
べ

１
５
１
件
と
多
く
の
支
援
物
資
が
、
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
北
海
道
を
通

じ
て
被
災
地
へ
届
け
て
い
ま
す
。

■
人
的
支
援
に
つ
い
て

人
的
支
援
は
、
角
田
市
か
ら
の
派
遣
要
請

に
よ
り
嘱
託
職
員
１
人
。
町
村
会
か
ら
の

依
頼
に
よ
る
人
的
派
遣
と
し
て
福
島
県
国く
に

見み

町
へ
１
週
間
交
代
で
、
保
健
師
１
人
、

事
務
職
員
１
人
の
２
人
体
制
で
４
班
、
計

８
人
を
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
関
係
機
関
団
体
か
ら
も
そ
れ

ぞ
れ
派
遣
を
し
て
お
り
、
南
空
知
消
防
組

合
消
防
署
か
ら
は
、
宮
城
県
石
巻
市
へ
職

員
１
人
を
派
遣
。
栗
山
赤
十
字
病
院
で
は

４
次
に
分
か
れ
て
救
護
班
を
約
１
週
間
ず

つ
、
医
師
、
看

護
師
、
事
務
員
、

延
べ
18
人
を
宮

城
県
釜
石
市
、

陸
前
高
田
市
へ
そ

れ
ぞ
れ
派
遣
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
は
、
栗

山
町
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、

岩
手
県
宮
古
市

へ
職
員
１
人
を

派
遣
し
て
い
ま

す
。

今
後
も
、
派
遣

要
請
が
あ
る
時

点
で
、
前
向
き

に
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■
被
災
者
受
け
入
れ
に
つ
い
て

被
災
者
の
受
入
れ
は
、
錦
３
丁
目
の
雇
用

促
進
住
宅
栗
山
宿
舎
の
空
き
室
10
戸
を
被

災
者
住
宅
と
し
て
用
意
し
て
い
ま
す
。

受
入
れ
の
支
援
と
し
て
、
雇
用
促
進
協
会

で
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
照
明
器
具
、
給
湯
施
設

を
無
償
貸
与
。ま
た
上
下
水
道
料
の
免
除
、

ス
ト
ー
ブ
、
電
子
レ
ン
ジ
、
炊
飯
器
、
寝

具
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
６
月
20
日

現
在
、
５
件
の
問
合
せ
が
あ
り
ま
す
が
、

入
居
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
受
入
れ
対
応

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

相手先 件　数 金　額（円）
日本赤十字社 １９１ 1270 万   320 円
角　田　市 　　７   138 万 2485 円

計 １９８ 1408 万 2805 円

派遣元 期　間 目　的 人　数

栗山町
4/21 ～ 4/28 り災証明書発行現地調査 １
5/15 ～ 6/4 被災者の健康管理 ８

南空知消防組合 3/22 ～ 3/27 緊急消防援助隊として １
栗山赤十字病院 3/17 ～ 5/24 救護班として（４班） １８
栗山町社会福祉協議会 3/22 ～ 3/27 被災者相談など １

計 ２９



【
利
用
時
間
】　　

・
学
校
登
校
日　
　

放
課
後
～
18
時
30
分　

・
土
曜
日　
　
　
　

８
時
～
18
時
30
分

・
春
休
み
・
夏
休
み
・
冬
休
み

　
　
　
　
　
　
　

   

８
時
～
18
時
30
分

【
利
用
料
金
】　　
　

　

５
時
間
未
満　

３
０
０
円

　

５
時
間
以
上　

５
０
０
円

＊
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料

【
そ
の
他
】　

①
利
用
限
度　
　

週
３
回
ま
で

＊
預
け
る
理
由
に
よ
り
相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
昼　

食　

各
自
で
用
意　

【
申
込
み
・
問
合
わ
せ
先
】

栗
山
児
童
ク
ラ
ブ
（
栗
山
町
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
０
８
０
１

角
田
児
童
ク
ラ
ブ
（
角
田
保
育
所
内
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
１
７
０
６　

継
立
児
童
ク
ラ
ブ
（
継
立
保
育
所
内
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
２
０
３
２

　

　

町
で
は
、
小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
一
時
的

に
お
預
か
り
す
る
〝
一
時
預
か
り
事
業
〟
を

し
て
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
急
な
仕
事
や
職
業
訓
練
・
就
学　
　
　
　
　

②
緊
急
の
用
事
の
場
合
（
病
気
・
事
故
・
災
害
・

出
産
・
看
護
・
冠
婚
葬
祭
な
ど
）

③
育
児
負
担
の
軽
減
な
ど
、
私
的
理
由(

リ
フ

レ
ッ
シ
ュ)

子
ど
も
が
キ
ラ
キ
ラ
育
つ
ま
ち

ま
ち
と
い
う
名
の
家
族

－問い合わせ－
町住民福祉課福祉・子育てＧ

☎� 2222
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〝
一
時
預
か
り
事
業
”
を

　
　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

17

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　「
ス
キ
ッ
プ
」
☎
�
１
２
８
０

　
【
こ
あ
ら
グ
ル
ー
プ
】

日　

時　

７
月
26
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

内　

容　

中
庭
水
遊
び
（
雨
天
室
内
遊
び
）

持
ち
物　

水
遊
び
用
パ
ン
ツ
・
水
着
・
帽
子
・

　
　
　
　

着
替
え
・
水
分
補
給
・
バ
ス
タ
オ
ル

対　

象　

1
歳
6
カ
月
児
～
未
就
学
児

　
【
パ
ク
モ
グ
相
談
】

日　

時　

７
月
15
日
㈮

午
前
11
時
～
正
午　

内　

容　

栄
養
相
談
・
試
食

　
【
土
曜
開
放
】

日　

時　

７
月
23
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

内　

容　

自
由
遊
び
・
遊
戯
室
遊
び
・
絵

本
読
み

【
子
育
て
講
座
①
】

～
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
～

　

体
や
手
の
動
き
を
使
っ
て

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
育
児
法

日　

時　

７
月
８
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

講　

師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
協
会

　
　
　
　

東
山　

波
奈
子
さ
ん

　

対　

象　

妊
婦
・
０
歳
～
1
歳
６
カ
月
児

　
　
　
　
　

の
親
子
で
、
6
月
の
ベ
ビ
ー
サ

あ
そ
び
の
広
場

…
問
い
合
わ
せ
は
各
施
設
へ
…

　
　
　
　
　

イ
ン
講
座
に
参
加
し
て
な
い
人

　

定　

員　

12
組
（
定
員
に
な
り
次
第
〆
切
）

【
子
育
て
講
座
②
】

～
ベ
ビ
ー
＆
キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ
～

日　

時　

７
月
12
日
㈫

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

講　

師　

白
神
奈
美
・
遠
藤
美
津
紀
さ
ん

　
　
　

 (

サ
ロ
ン
＆
ス
ク
ー
ル
心
和
こ
こ
わ)

　

対　

象　

妊
婦
・
生
後
2
カ
月
以
上
の
親
子

参
加
費　

5
０
０
円
（
オ
イ
ル
・
テ
キ
ス
ト
代
）

持
ち
物　
バ
ス
タ
オ
ル
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
・
水
分
補
給

定　

員　

20
組

　
【
育
児
サ
ー
ク
ル
ま
め
っ
こ
】

日　

時　

７
月
７
日
㈭
・
21
日
㈭

内　

容　

７
日　

角
田
保
育
所
児
と
遊
ぼ
う           

　
　
　

 

午
前
10
時
保
育
所
集
合

21
日　

水
遊
び
（
雨
天
室
内
）

　
　
　

 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

7
月
の

●材料（4 人分）　　　（1 人前 497kcal）
　ご飯…適量、合いびき肉…300 ｇ
　玉ねぎ…大２個、人参…1/2 本、なす…２本
　生しいたけ…２枚、ホールトマト…１缶（400 ｇ）
　カレールー（甘口）…４皿分　　
　サラダ油…小さじ１、オリーブオイル…大さじ１
　塩・コショウ…適量　　水…８カップ
●作り方
①玉ねぎ、人参、生しいたけをみじん切りに、

なすは１cm 幅に輪切りにする。
② 鍋にオリーブオイルをひき、玉ねぎを弱火で

じっくりあめ色になるまで炒
い た

める。
③ 別のフライパンにサラダ油をひき、なすを両

面焼き、お皿にとっておく。
④ 人参、生しいたけ、ひき肉を②に入れ、塩・

コショウを適量入れる。トマト缶を入れ中火
で３分程炒める。

⑤ ④に水をいれ、アクを取りながら弱火で２０
分煮る。

⑥ ⑤にルーをいれ、しっかりとけるまで混ぜな
がら、弱火にかける。

⑦ ルーがとけたらなすを入れて混ぜる。お皿に
ご飯を盛り、カレーをかけて出来上がり。

　

　　　　　町地域医療・保健対策室　
　　　　　　　　　　　　管理栄養士　上西　洵子

子どもと一緒においしく…栗産栗消

いただきます！くりやま

ひき肉となすのトマトカレー

栗
山
い
ち
い
保
育
園 

☎
�
１
５
７
２

【
ぴ
よ
ぴ
よ
・
の
び
の
び
サ
ー
ク
ル
】

日　

時　

7
月
29
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

内　

容　

水
遊
び
（
雨
天
は
室
内
遊
び
）

持
ち
物　

水
着
・
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

対　

象　

０
歳
～
未
就
学
児

【
園
開
放
】

日　

時　

７
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
・
20
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

内　

容　

園
児
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

未
就
学
児

角
田
保
育
所
☎
�
１
７
０
６

【
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

日　

時　

７
月
28
日
㈭

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

内　

容　

水
遊
び
（
雨
天
は
室
内
遊
び
）

持
ち
物　

水
着
と
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

対　

象　

未
就
園
児

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

継
立
保
育
所
☎
�
２
０
３
２

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日　

時　

７
月
22
日
㈮　

午
前
10
時
～

内　

容　

水
遊
び
（
雨
天
は
室
内
遊
び
）

持
ち
物　

水
遊
び
用
パ
ン
ツ
と
タ
オ
ル

対　

象　

1
歳
６
カ
月
～
未
就
園
児

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
☎
�
１
４
５
９

　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
�
４
９
１
４

【
な
か
よ
し
広
場
】　
　

日　

時　

７
月
９
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
1
時

内　

容　

幼
稚
園
の
運
動
会
に
参
加

対　

象　

６
月
18
日
㈯
の
な
か
よ
し
広
場

に
参
加
し
た
お
友
達

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

こ
の
連
載
の
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
周
り
か
ら

「
ど
う
い
う
意
味
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
実

は
造
語
で
、
以
前
、
歌
手
の
持
田
香
織
さ
ん
が

書
い
て
い
た
雑
誌
の
コ
ラ
ム
に
載
っ
て
い
た
詩

の
タ
イ
ト
ル
か
ら
拝
借
し
た
も
の
で
す
。

　
〝
ソ
ラ
チ
ネ
〟

垂
乳
根
（
た
ら
ち
ね
）
と
い
う
言
葉
が
あ
る

そ
の
意
味
に
は
母
と
あ
っ
た

母
な
る
大
地
が
あ
る
よ
う
に

母
な
る
空
が
あ
っ
て
も
い
い
な

空
は
大
き
く
て
優
し
く
て

と
き
よ
り
切
な
く
て
愛
し
い

そ
し
て
そ
の
青
さ
が
私
を
強
く
す
る

ソ
ラ
チ
ネ
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
（
笑
）

晴
れ
た
り

　
く
も
っ
た
り

　
雨
が
ふ
っ
た
り
と

空
も
よ
う
は
今
日
も
色
々

毎
日
色
々

　
忙
し
い

笑
っ
た
り
落
ち
込
ん
だ
り
泣
い
た
り
と

毎
日
色
々
あ
る
も
ん
だ

　
こ
の
心
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

空
も
お
母
さ
ん
も
、
私
の
中
で
〝
い
つ
も

傍か
た
わ

ら
に
あ
っ
て
包
み
込
ん
で
く
れ
る
〟、
そ
ん

な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
身
近
す
ぎ
て
普

段
は
そ
の
存
在
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

疲
れ
た
時
や
困
っ
た
時
、
ふ
と
傍
に
あ
る
こ

と
を
思
い
出
す
と
、
少
し
気
持
ち
が
落
ち
着

い
て
「
も
う
少
し
頑
張
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
相
談
室
も
、
困
っ
た
時
ふ
と
思
い
出

し
て
「
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
安

心
を
感
じ
て
も
ら
え
る
場
所
に
し
た
い
と
思

い
、
そ
の
願
い
を
〝
そ
ら
ち
ね
〟
と
い
う
名

前
に
込
め
ま
し
た
。
相
談
室
が
、
町
の
方
に

と
っ
て
、
空
の
よ
う
な
お
母
さ
ん
の
よ
う
な

身
近
な
存
在
に
な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
員　

大
館
徳
子
）

そ
ら
ち
ね   

③

子
ど
も
・
子
育
て
心
の
相
談
室
よ
り

連載中

【
利 

用 

方 

法
】

　

 

利
用
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

①
利
用
日
３
日
前
ま
で
に
登
録
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
緊
急
に
預
か
り
を
希
望
す
る

場
合
は
、
事
故
の
場
合
で
も
保
険
の
適
応

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
同
意
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

②
利
用
は
、
予
約
制
で
す
。

各
施
設
に
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
み
時
に
傷
害
保
険
料
８
１
０
円 

（
振

込
手
数
料
２
１
０
円
を
含
む)

を
納
入
く

だ
さ
い
。

④
利
用
料
金
は
利
用
日
ご
と
に
、
各
施
設
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
預
か
り
場
所
】　

栗
山
町
児
童
セ
ン
タ
ー

角
田
保
育
所

継
立
保
育
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
利
用
対
象
者
】

　

小
学
１
年
生
～
６
年
生　

【
利
用
で
き
る
日
】

児
童
セ
ン
タ
ー
開
館
日
・
角
田
・
継
立

児
童
ク
ラ
ブ
開
設
日　

＊
日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
館
で
す
。

一時預かり事業で「あやとり」をする子どもたち

子ども・子育て 心の相談室

☎ 090-9521-4851
臨床心理士の大館相談員が
あなたの悩みに寄り添います。

平日：午前９時～午後４時 30分

希望により面接もできます。
お気軽にお電話ください！

〝
そ
ら
ち
ね
〟
そ
の
名
の
由
来
は
？

野菜が苦手でも、
カレー味なら、たくさん食べてくれそうです。



　　

が
ん
を
早
期
に
発
見
し
健
康
な
生
活
を
送

る
た
め
、
下
記
の
年
齢
の
方
に
対
し
、
検
診
を

無
料
で
受
け
ら
れ
る
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
お
届
け
し
ま
す
（
但
し
、
平
成
23
年

4
月
20
現
在
、
栗
山
町
に
住
民
票
の
あ
る
方
）。

今
年
度
よ
り
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
に

加
え
て
、
大
腸
が
ん
検
診
も
無
料
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
自
身
の
健
康
の
た

め
、
ぜ
ひ
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

大
腸
が
ん
は
、
年
間
10
万
人
の
方
が
、
が
ん

に
か
か
り
、
4
万
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
働
き
盛
り
の
40
歳
代
後
半
か
ら

罹り
か
ん患
者
数
、
死
亡
者
数
と
も
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
大
腸
が
ん
の
治ち

ゆ癒
率
は
7
割
、
早
期

で
あ
れ
ば
1
0
0
％
近
く
完
治
し
ま
す
。「
面

倒
」、「
時
間
が
な
い
」
な
ど
と
言
わ
ず
に
検
診

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
大
腸
が
ん
検
診

　
【
問
診
、
便
潜
血
検
査
】

◎
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

　
【
問
診
、
視
診
、
頸
部
細
胞
診
、
内
診
】

◎
乳
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

　
【
問
診
、
触
診
、
視
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
】

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　町地域医療・保健対策室　☎ �2256
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～
検
診
の
内
容
～

区 分 子宮がん検診 乳がん検診 大腸がん検診
対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

栗山町 3,746 420 11.2％ 3,125 488 15.6％ 5,432 386 7.1％

Ａ町 1,366 507 37.1％ 1,083 572 52.8％ 2,056 566 27.5％

Ｂ町 2,715 400 14.7％ 2,245 383 17.1％ 4,149 657 15.8％

Ｃ町 2,323 1,075 46.3％ 1,797 1,119 62.3％ 3,007 1,320 43.9％

Ｄ町 1,555 244 15.7％ 1,229 229 18.6％ 2,359 403 17.1％

○
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
7
月
下
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。

※
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
到
着
す
る
前
に
受
診

さ
れ
た
場
合
は
、
お
支
払
い
さ
れ
た
自
己

負
担
金
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
払
い
戻
し

の
手
続
き
に
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
、

領
収
書
が
必
要
で
す
。
ど
ち
ら
も
失
く
さ

な
い
よ
う
に
ご
注
意
願
い
ま
す
。

○
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は
、
平
成
24

年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
受
診

く
だ
さ
い
。

○
お
届
け
す
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
と
一
緒
に
詳

し
い
内
容
を
同
封
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、『
検
診
手
帳
』

も
同
封
し
ま
す
の
で
、
健
康
の
た
め
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

種類 対象年齢 生年月日

大腸がん
（男・女）

乳がん
（女性のみ）

40 歳 昭和 45.4.2 ～ 46.4.1
45 歳 昭和 40.4.2 ～ 41.4.1
50 歳 昭和 35.4.2 ～ 36.4.1
55 歳 昭和 30.4.2 ～ 31.4.1
60 歳 昭和 25.4.2 ～ 26.4.1

子宮頸がん
（女性のみ）

20 歳 平成 2.4.2 ～ 3.4.1
25 歳 昭和 60.4.2 ～ 61.4.1
30 歳 昭和 55.4.2 ～ 56.4.1
35 歳 昭和 50.4.2 ～ 51.4.1
40 歳 昭和 45.4.2 ～ 46.4.1

無料となるがん検診の対象年齢

近隣のがん検診実施状況（平成 21 年度）※厚生労働省のデータによる

新
た
に
無
料
検
診
の
対
象
に
な
っ
た

働
く
世
代
の
『
大
腸
が
ん
検
診
』

乳がん・子宮頸
け い

がん検診に加え
　「大腸がん検診」が無料に！

べ
る
と
５
～

10
歳
ほ
ど
速

く
歯
を
失
っ

て
い
る
と
指

摘
し
て
お
り

ま
す
。
一
方
、

平
成
20
年
度

の
学
校
保
健 

統
計
調
査
（
文

部
科
学
省
）

に
お
け
る
北

海
道
の
12
歳

児
の
一
人
平

均
む
し
歯
数
は
２
・
２
と
全
国
平
均
の
１
・

54
よ
り
大
き
く
劣
っ
て
お
り
47
都
道
府
県
中

ワ
ー
ス
ト
３
位
の
状
態
で
す
（
栗
山
町
は
4
・

1
で
極
め
て
悪
い
結
果
で
し
た
）。

　

こ
の
事
実
か
ら
幼
児
、
児
童
お
よ
び
生
徒

に
関
わ
る
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

を
図
る
た
め
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
普
及
を
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ッ
化
物
洗
口
と
は
フ
ッ

化
物
（
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
の
水
溶
液
を

用
い
て
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を
行
い
、
歯
の
質

を
強
化
し
、
む
し
歯
予
防
を
図
る
も
の
で
す
。

方
法
の
簡
便
性
さ
、
高
い
安
全
性
、
確
実
な

む
し
歯
予
防
効
果
な
ど
公
衆
衛
生
学
的
特
性

に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
集
団
施
設
（
保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
校
）
で
の
応
用
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
は
う
が
い
が

適
切
に
行
わ
れ
る
限
り
、
身
体
が
弱
い
人
や

障
害
を
持
っ
て
い
る
人
が
特
別
に
フ
ッ
化
物

の
影
響
を
受
け
易
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
「
健
康
の
コ
ラ
ム
」
欄
を
初
め
て
執

筆
し
た
と
き
、
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
の
Ｎ
Ｓ

Ｔ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｓ
Ｔ
と
は
栄
養
サ

ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
こ
と
で
、
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
や
検
査
技
師
な
ど
医

療
に
携
わ
る
す
べ
て
の
職
種
の
人
が
、
個
々

の
栄
養
管
理
に
参
加
し
ま
す
。
口
か
ら
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
り
経け

い

管か
ん

栄
養
が
で
き
な
い

場
合
、
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
Ｔ
Ｐ
Ｎ(Total 

Parenteral N
utrition)

と
言
っ
て
カ
テ
ー
テ

ル
を
心
臓
に
近
い
中
心
静
脈
に
入
れ
て
栄
養

を
確
保
し
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｎ
は
周
術
期
や
慢
性

疾
患
の
患
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
福ふ

く

音い
ん

と
な

り
ま
し
た
が
、
栄
養
の
最
終
ゴ
ー
ル
は
〝
口

か
ら
食
べ
る
こ
と
〟で
す
。栗
山
に
来
て
か
ら
、

私
自
身
も
Ｎ
Ｓ
Ｔ
回
診
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

急
性
期
の
疾
患
の
治
療
が
功
を
奏
し
、
い
ざ

退
院
と
な
る
段
階
で
、
独
居
と
か
家
族
構
成

の
問
題
に
加
え
て
意
外
な
こ
と
に
入
れ
歯
が

健康のコラム
健け
ん

口こ
う

に
な
っ
ち
ゃ
う
会
（
そ
の
１
）

health columu
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栗山赤十字病院 院長 菱山　豊平

合
わ
な
か
っ
た
り
、
歯
が
な
い
こ
と
で
、
帰

宅
し
て
か
ら
の
適
切
な
食
事
が
う
ま
く
継
続

で
き
な
い
人
達
に
し
ば
し
ば
遭
遇
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
昨
年
12
月
、
当
院
の

Ｎ
Ｓ
Ｔ
委
員
会
と
栗
山
町
内
の
歯
科
医
の
先

生
と
の
共
催
で
１
２
０
名
の
参
加
を
得
て
勉

強
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
栄
養
の
ゴ
ー

ル
〝
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
〟
を
達
成
す
る
に
は
、

単
に
私
達
医
療
チ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
、
歯

科
、
介
護
、
福
祉
、
行
政
に
関
わ
る
人
達
の

連
携
の
必
要
性
が
明
確
に
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
こ
の
会
を
発
展
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
会
の
名
称
を
〝
く
り
や
ま
健け

ん

口こ
う

に

な
っ
ち
ゃ
う
会
〟
と
改
め
、
第
２
回
目
を
本

年
５
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
医

療
に
携
わ
る
多
職
種
の
専
門
性
を
活
か
し
て
、

栗
山
地
域
の
オ
ー
ル
世
代
の
口
の
健
康
を
支

援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
回
は
「
小

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
康
的
な
お
口
と
食
生

活
と
は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
秋

野
憲
一
氏
（
北

海
道
空
知
総
合

振
興
局
保
健
環

境
部
）
の
基
調

講
演
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　

秋
野
氏
に
よ

れ
ば
、
北
海
道

の
成
人
の
歯
の

健
康
状
態
に
つ

い
て
、
道
民
は

全
国
平
均
に
比

　

さ
ら
に
「
北
海
道
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く

り
８
０
２
０
推
進
条
例
」
に
つ
い
て
解
説
し
、

北
海
道
国
民
健
康
保
険
連
合
会
の
検
討
に
よ

れ
ば
、
残
存
歯
数
、
欠け

っ

損そ
ん

補ほ

綴て
つ

状
況
、
歯
周

病
お
よ
び
喫
煙
と
医
療
費
の
関
連
を
調
査
し

た
結
果
、
医
療
費
削
減
に
大
き
な
効
果
が
あ

る
と
し
、
中
で
も
残
存
歯
が
多
い
ほ
ど
医
療

費
が
低
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
言
っ
て

お
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
そ

の
重
要
性
を
指
摘
し
、
口
の
中
が
き
れ
い
に

な
る
と
①
よ
く
噛か

め
る
②
食
事
の
幅
が
広
が

る
③
口
臭
が
減
る
④
言
葉
が
は
っ
き
り
す
る

⑤
発
熱
や
肺
炎
が
減
る
⑥
体
力
が
向
上
す
る

な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て

口
腔
機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
、
口
腔
ケ
ア
を
、

町
の
介
護
予
防
事
業
や
介
護
保
険
施
設
へ
の

導
入
・
推
進
を
提
言
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

１２歳児のむし歯の数

■全国　■北海道



　　

栗
山
町
に
手
造
り
で
ハ
ム
を
作
っ
て

い
る
お
店
が
あ
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
、

さ
っ
そ
く
調
査
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

お
店
の
名
前
は
『
手
造
り
く
り
や
ま

ハ
ム  

ハ
ム
工
房
さ
さ
木
』。
お
店
の
奥

に
は
、
燻く

ん
え
ん煙
す
る
大
き
な
機
械
が
あ
り
、

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
日
は
、
鳥
の
さ
さ
み
を
使
っ
た
燻

製
と
、
お
店
の
一
番
人
気
の
豚
バ
ラ
ベ
ー

コ
ン
が
燻
煙
の
真
っ
最
中
で
し
た
。

　　

代
表
の
佐
々
木
隆
之
さ
ん
は
「
な
ん
で
も

機
械
で
作
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
手
造
り
の

良
さ
を
伝
え
た
い
・
・
」
と
、
15
年
程
前
か

ら
当
時
湯
地
で
く
り
や
ま
ハ
ム
を
営
ん
で
い

た
水
野
友
一
さ
ん
の
も
と
で
ハ
ム
造
り
を
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
11
月
に
技
術

を
受
け
継
ぎ
現
在
へ
と
至
っ
て
い
ま
す
。

　

く
り
や
ま
ハ
ム
は
完
全
な
無
添
加
で
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
と

は
違
い
、
発
色
剤
や
防
腐
剤

な
ど
を
一
切
使
っ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
な

も
の
と
比
べ
る
と
ど
う
し
て

も
賞
味
期
限
が
短
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
佐
々

木
さ
ん
は
「
賞
味
期
限
が
短

い
の
は
『
安
心
の
証

あ
か
し
』。
皆
さ

ん
に
安
全
で
安
心
な
も
の
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
胸

を
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

く
り
や
ま
ハ
ム
は
中
央
3
丁
目

の
店
舗
の
ほ
か
、
札
幌
の
狸
小
路
に

あ
る
、
厳
選
さ
れ
た
北
海
道
産
食
材

の
み
を
扱
う
お
店
『
道
産
食
彩
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ

マ
ー
ト
』
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栗
山
産
の
食
材
を
使
っ
た
、

新
ご
当
地
グ
ル
メ
『
く
り
や
ま
バ
ー

ガ
ー
』
の
具
材
と
し
て
採
用
さ
れ
る
な

ど
、
町
内
は
も
と
よ
り
道
内
各
地
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

栗山のモノづくりを応援します！

ハム工房 ささ木
　代表　佐々木 隆之さん

手
造
り
の
く
り
や
ま
ハ
ム

ま ち の ひ ろ ば ◦ ◦ ◦

賞
味
期
限
が
短
い

　
　
　  

そ
れ
は
安
心
の
証あ

か
し

のぞき窓の奥は
煙がモクモク

北洋銀行

約 200 メートル

住　所  栗山町中央 3丁目
電　話　0123-76-7867
営業時間　9：00～18：00（不定休）
　　　　ギフト発送可

手造りくりやまハム
 ハム工房ささ木

栗山のあらゆるモノづくりを募集！自薦他薦は問いません。
【問い合わせ】町総務課広報情報グループ☎ �7501

燻煙中

約 3時間かけて燻煙された鳥の
ささみと豚バラベーコン
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◦ ◦ ◦ T o w n  s q u a r e

7 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2011 栗山公園だより 7 月号　vol.40

伊達佐重氏収集版画展
日程／ 7月1日㈮～18 日㈷

ジュエリーフラワー夏の教室
～ジュエリーフラワーの輝きとアート
のミニバラをコーディネーション～
日時／ 7月3日㈰ 10：00、13：00
　　　  2 回レッスン（各回定員２名）
講師／日本ジュエリーフラワー認定講師
　　　生駒  園子 氏
材料費／ 4,500 円　

藤島亮氏口絵展
日程／ 7月20日㈬～8月21 日㈰
～懐かしい卒業アルバム（旧紫明館作）
に掲載された口絵～

夏まつり～栗夢プラザの催し～
日程／ 7月22日㈮、23 日㈯
～栗山手打ちそば愛好会によるおいし
いおそばを、ぜひご賞味ください～

ミニＳＬ・電車展を見に行こう！
日程／ 7月25日㈪～8月21 日㈰
～坂井菊二郎さんコレクションの電車
がいっぱい！～

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
7 月は 1日･8日･15日・22日・29日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～14：00

ホール・会議室をご利用ください！
サークルや各種団体、商品の展示

会などのご利用をお待ちしていま
す。お気軽にご相談ください。

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　  9：30 ～ 17：30
土・日・祝　10：00 ～ 17：00

【問い合わせ】
栗山公園案内所　☎ �0706
指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

と歓声が！
　こんにちは！先月の 18 日に第２回栗山公園まつりが行われました。

『宝探し』や『巨大シャボン玉遊び』、『くりりっぱ大会（スリッパ飛
ばし）』などで栗山公園が盛り上が
りました。♪とくに『巨大シャボン
玉遊び』では、大きなシャボン玉が
うまく風に乗り空高く舞い上がって
いったときには「おっー」、「まだ飛
んでる」など、大きな歓声があがり
ました♪足を運んでくださった皆さ
ん、本当にありがとうございました！

【実例】複数社から次々と高額商品を購入！  
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【こんなご相談がありました】
　一人暮らしの高齢者、Ａさん（仮名）は昨年 12 月に布団を買ったば
かりなのにまた新しい布団を購入しました。不審に思った親族が詳しく
調べると 7 年前から複数社からアクセサリーや浄水器、健康器具などを
購入していたことが判明。親族から購入代金のローン約 200 万円が残っ
ているので解約したいと相談がありました。

【その後の結果と対策】
　今回のケースは、次々と別の業者が接近してきて色々な商品を買わせ
るため次々（つぎつぎ）商法と言われています。
　布団はクーリングオフ期間を過ぎていても解約できましたが、その他
の商品は契約書などが無かったため解約することができませんでした。

業者には今後、訪問販売をしないことを承諾してもらい、
警察署にはＡさん（仮名）宅付近の見回りをしてもらうよ
うにお願いをしました。一人暮らしをしている高齢者が被
害にあうケースが増えています。不当な勧誘があったとき
はすぐに消費生活相談室にご相談ください。

7 月の

栗山公園まつり

7/16土開催

栗山公園まつり情報
　次回の栗山公園まつりは 7 月 16 日です♪クイズラリーや
恒例のスリッパ飛ばし『飛んでけ！くりりっぱ大会』など、
楽しいイベントが盛りだくさん♪ご家族そろって遊びにきて
くださいね♪

10：00～

▲『すごーい』と歓声が！巨大シャボ
ン玉遊び
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

3 年かけ登り窯を自作
陶芸家 石川直子さん

札幌市の陶芸家 石川直子さんが町内の御園に登り窯
『霜月窯（しづきかま）』を完成させました。石川さんは、
平成 18 年に『もみじ窯』を主催する香西信行さんに
弟子として認められ、その一角に築窯することを許さ
れました。石川さんは 3 年間、札幌の自宅からほぼ毎
日通い続け築窯。窯名は、石川さんにとって縁のある
11 月：霜月（しもつき）からとり、呼び方を『霜月（し
づき）』に。石川さんは「これから自分らしさを見つ
けながら制作していきたいです」と話していました

先住民族アイヌから学ぶ
交流し差別や偏見を考える

継立中学校で 6 月 6 日、「人権を考える＆文化に触れ
る授業」が行われ、全生徒 37 人がアイヌ民族の生活や
文化に触れました。札幌在住の原田公久枝さんを講師に、
原田さんが中学生の時に書いた「差別」という題の作文
を読み、差別や偏見といった人権問題を考えました。原
田さんは「私は、日本人です。でもアイヌという先住民
族です」と、笑顔で話しました。その後、ムックリ（竹
製の楽器）指導や、バッタの踊りなどを全員で行い、生
徒たちは楽しく交流し理解を深めていました。

栗山町 検索

力を合わせ実のなる木を
継立商工振興会植樹活動

継立商工振興会（鵜川昌久会長）主催による植樹活
動が 5 月 29 日、継立ふれあい広場の隣接地で行われ
ました。継立町内連合会や栗山商工会議所青年部員ら
など約 30 人が参加し、栗 2 本と梅 3 本の苗木を一本
一本丁寧に植樹しました。継立連合町内会の木内勲雄
会長は「夢を作ろうと実のなる木を選んで植樹してい
ます。しかし実はすぐになるわけではありません。こ
れからも力を合わせて永続的に活動を続けていきたい
です」と話していました。

きのこ生産の一大拠点
北海道きのこ生産総合研究所

北海道きのこ生産総合研究所（三浦裕一代表取締役 
札幌市）が旭台工業団地内で、栗山菌

きんしょう

床しいたけ製造
センターを 6 月 1 日より操業しました。同社は、都市
部とのアクセスの良さ、日照時間の優位性などから平
成 13 年より同工業団地内で操業を開始。今回新たに
建設された同センターは、しいたけ栽培のもとになる
菌床の生産から、殺菌、種菌の接種、培養、栽培まで
を一貫して行うことができます。また年内には、栽培
用ハウスなどが建設される予定です。
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スポーツを楽しみ健康に
全町パークゴルフのつどい

喫煙者のマナー向上を呼び掛け
スモーキンクリーンキャンペーン

栗山たばこ婦人部 ( 藤田敦子部長 ) は 6 月 16 日、喫煙
者のマナーの向上を呼び掛けるスモーキンクリーンキャ
ンペーンを行いました。緑色の帽子とエプロンを着けた
同部員と関係者ら 15 人は、約 1 時間かけて駅前通り商店
街から役場までの歩道に捨てられた、たばこの吸殻など
を拾い集めました。藤田さんは ｢喫煙者のマナーが年々
良くなりごみの量が減っています。少しでも町にとって
プラスになるように、これからも続けていきたいです｣
と話していました。

栗山町グリーン・ツーリズム推進協
議会（渕野巌会長）が進めている「農
業体験事業」で 6 月 18 日、今年初め
て宿泊体験の修学旅行生を受入れ、事
業が本格化しました。第 1 陣となるの
は、昨年に引き続き栗山を訪れた姫路
南高校（兵庫県）の生徒 22 人。会員
6 戸の農家が受け入れ、生徒たちは 2
日間にわたって、花の出荷準備やとう
きびの苗植えなどの作業を体験しまし
た。19 日に行われたお別れ式では、生
徒を代表して米谷拓也君が「2 日間体
験して、農業の大切さを実感しました。
また北海道、栗山町に来たいです」と
あいさつ。受け入れ農家さんと固い握
手を交わし別れを惜しんでいました。
今年も同会では 9 月までに宿泊体験
210 人、日帰り体験 130 人を受入れ、
都市と農村の交流を図る予定です。

農業を通じて交流
農業体験事業

スポーツの楽しさを体験し、より健康になってもら
おうと「全町パークゴルフのつどい」（町健康づくり
推進協議会主催）が 6 月 18 日、御園パークゴルフコー
スで開かれました。約 50 人が参加し、町パークゴル
フ協会の会員からルールやマナーなどの指導を受けた
後、4 人 1 組でプレーを開始しました。参加した榎本
ふみさん（78 歳）は「足を悪くして以来何年もパー
クゴルフを休んでいました。これをきっかけに休まず
に続けていきたいです」と話していました。 
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◆
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当
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①
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宅
で
一
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暮
ら
し
の
65
歳
以
上
の
方

②
平
成
22
年
の
収
入
額
が
65
万
円
以
下
の
方

③
固
定
資
産
を
お
持
ち
で
な
い
方

④
平
成
23
年
度
の
町
民
税
で
、
ど
な
た
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の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
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方
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配
偶
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除
く
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⑤
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活
保
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受
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い
方

◆
助
成
額

月
額
基
本
水
量
５
ト
ン
ま
で
の
15
％

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
通
帳
、
前
年
の
収
入
が
わ
か
る

書
類
（
通
帳
な
ど
）

◆
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請
先
・
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い
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せ

町
住
民
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・
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育
て
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ル
ー
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☎
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2
2
2
2

　

木
に
触
れ
合
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
物
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日

時　

８
月
6
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場

所

駅
前
通
り
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
広
場

◆
入
場
料　

無　

料

◆
内

容

ト
ン
カ
チ
広
場
、作
成
コ
ー
ナ
ー
（
箸
・

ス
プ
ー
ン
・
け
ん
玉
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・

暮  

ら  

し
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ラ
ン
プ
ほ
か
）、
ジ
ャ
ン
ボ
ス
マ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
ジ
ャ
ン
ボ
だ
る
ま
お
と
し
、

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
ゲ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
（
く
わ
が
た
釣
り
・
キ
ー
リ

ン
グ
・
ビ
ン
ゴ
）、
プ
ー
ル
、
餅
ま
き
、

食
べ
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

匠
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

村
中
奈
穂
子

☎
０
９
０（
８
８
９
６
）１
８
９
７

◆
日

時　

８
月
5
日
㈮

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
場

所
　

　

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構 

中
央
農
業

試
験
場
（
長
沼
町
東
６
線
北
15
号
）

◆
内

容

夏
休
み
☆
公
開
実
験
室
、
体
験
╱
展
示

コ
ー
ナ
ー
、な
ん
で
も
相
談
、試
食
コ
ー

ナ
ー
、
ど
ん
菓
子
製
造
実
演
、
ほ
場
バ

まちのおしらせ

人　口　13,384  人  （ー25）
　男　　 6,274  人  （ー１3）
　女　　 7,110  人  （ー１2）
世帯数　 6,064世帯 （ー１0）

※6月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

高
齢
者
介
護
福
祉
金
を
支
給

匠
ま
つ
り
2
0
1
1

食 中 毒 に 注 意 し ま し ょ う ！

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

に
水
道
料
金
を
助
成

催
　
　
し

中
央
農
業
試
験
場
公
開
デ
ー

・包丁、まな板、ふきんなどは洗浄・殺菌 
・調理は迅速に行い、調理後は速やかに食べる 
・加熱調理する食品は、中心まで十分に加熱 
・調理した食品は２時間以内に食べる 
・魚介類は、真水でよく洗浄し、調理 
・卵、魚介類、食肉などは、調理直前に冷蔵庫から 
・手指は、よく洗浄し消毒 （７月～ 8 月は食中毒警報発令期間）

　固定資産税（第 2 期）

　国民健康保険税（第 1 期）

　介護保険料（第 1 期）

　後期高齢者医療保険料（第 1 期）

・
小
人　
　
　

1
5
0
0
円

入
館
料
、
昼
食
代
、
入
湯
料
を
含
む
。

◆
申
込
期
間　

7
月
4
日
㈪
～
12
日
㈫

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主

催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
2

ハ
ロ
ー
E
N
J
O
Y
つ
ぎ
た
て
５
が

地
域
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
第
4

回
納
涼
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日

時　

7
月
15
日
㈮

ス
見
学
、
地
元
農
産
物
等
即
売
会
、
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
ゆ
め
ぴ
り
か
プ
レ
ゼ

ン
ト
）

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央
農
業
試

験
場
企
画
課

☎
０
１
２
３（
８
９
）２
５
８
７

【
炭
鉱
の
歴
史
＆
美
唄
ピ
パ
の
湯
】

◆
日

時　

７
月
27
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◆
見
学
場
所

炭
鉱
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
、
ア
ル
テ
ピ

ア
ッ
ツ
ア
美
唄
、
ピ
パ
の
湯

◆
参
加
料

･
大
人　
　
　

2
0
0
0
円
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午
後
4
時
～
9
時

◆
場

所
　

　

継
立
2
9
8
番
地
1
（
南
空
知
興
産

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
向
か
い
）

◆
内

容

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

◆
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
E
N
J
O
Y
つ
ぎ
た
て
５

☎
�
２
５
８
７

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505、� 7504
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　  ☎� 7506

今月の納期限

8/1月
納税には

便利な
口座振替を！

※納税通知書は7月中旬ころ発送の予定

ハ
ロ
ー
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
つ
ぎ
た

て
５　

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

○ヒグマが出没！
　6 月 14 日、東山の民家近く、雨煙別の山
林付近で熊が出没しました。東山に残され
た足跡から体長 1.5 ｍほどのヒグマとみら
れます。周辺の皆さん、近くを通る方は十
分注意しましょう。

○熊に出会わないようにするルール
～鈴やラジオで自分の存在を熊に伝える～
　先に熊が人間に気がつけば多くの場合、
熊はその場を離れていきます。熊が人間に
危害を加えるのは、自己防衛が第一の理由
と考えられています。そのため、山の中に
入るときは、鈴やラジオなど音の出るもの
を身に付けてください。常に熊に対して自
分の存在を知らせることが大切です。
　また、においの強い物は熊を引き寄せる
恐れがあります。残飯や空き缶などのごみ
は必ず持ち帰りましょう。

○それでも熊に会ってしまったら
　落ち着いて状況を判断しましょう。熊と
の間に十分な距離があれば、すぐにその場
から離れましょう。
　もし、出会い頭にばったり熊と出会って
しまい熊が立ち止まっていたら、急激な動
作や、慌てて後ろを向いて逃げたりせずに、
熊に向き合ったままゆっくりと後退するの
が有効です。
　また、子熊を見つけたとしても、決して
近づいてはいけません。子熊の近くには必
ず母熊がいます。捕まえようとせずその場
から離れましょう。

熊を目撃したら・・
町産業振興課農業振興グループ  ☎� 7515
栗山警察署 　　　　　　　　　 ☎� 0110



◆
日

時　

９
月
4
日
㈰　

雨
天
決
行

・
選
手
受
付　

午
前
８
時
～
８
時
45
分

・
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
広
場

◆
対

象　

小
学
５
年
生
以
上

◆
種

目

・
３
㎞　

小
学
５
・
６
年
生

・
６
㎞　

中
学
生
以
上（
学
年
区
分
に
よ
る
）

10
㎞　

高
校
生
以
上（
年
齢
区
分
に
よ
る
）

◆
参
加
料

・
小
中
学
生　
　
　
　
　

３
０
０
円

・
高
校
生
・
一
般　
　

２
０
０
０
円

◆
申
込
方
法
・
期
限

要
項
添
付
の
郵
便
振
替
払
込
取
扱
票
に

必
要
事
項
を
記
載
さ
れ
、
８
月
19
日
㈮

ま
で
に
参
加
料
を
振
り
込
み
の
上
、
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
口
座
番
号

０
２
７
８
０

－

７

－

２
４
３
７

・
口
座
名
義　

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
陸
上
競
技
協
会　

小
林

☎
�
４
１
１
４

◆
日

時　

７
月
22
日
㈮

午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分

※
午
後
６
時
45
分
、
く
す
り
の
え
び
な
前

に
集
合

◆
場

所

駅
前
通
り
商
店
街
（
車
両
通
行
止
め
区

間
内
）

◆
服

装

は
ん
て
ん
は
用
意
し
ま
す
（
服
装
、
履

物
は
自
由
）

◆
定

員　

80
人

◆
申
込
期
限　

７
月
11
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

川
合

☎
�
１
２
７
８

◆
日

時

７
月
23
日
㈯
～
８
月
16
日
㈫
（
夏
休
み

期
間
）
午
前
６
時
～
７
時
30
分

◆
場

所　

栗
山
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

◆
対

象　

小
学
４
～
６
年
生

◆
受
講
料
　
１
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ

傷
害
害
保
険
料
を
含
む
）

◆
用
意
す
る
物

運
動
し
や
す
い
服
装
、
帽
子
、
運
動
靴

※
ジ
ュ
ニ
ア
用
ラ
ケ
ッ
ト
は
無
料
で
貸
出

◆
定

員　

15
人
（
先
着
順
）

◆
申
込
期
限　

７
月
10
日
㈰
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◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
事
務
局

丸
山
（
栗
山
商
工
会
議
所
内
）

☎
�
１
２
７
８　

℻
�
４
０
０
１

土
・
日
の
場
合　

☎
�
０
６
８
３

※
１
週
間
前
に
「
親
子
説
明
会
」
を
開
催

◆
資

格

乙
種
・
丙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

８
月
21
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

・
札
幌
市　

甲
種
、乙
種（
第
１
～
６
類
）、

丙
種

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

７
月
5
日
㈫
～
13
日
㈬

・
電
子
申
請　

７
月
2
日
㈯
～
10
日
㈰

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
資

格
　
乙
種
は
制
限
な
し

◆
試
験
日　

８
月
21
日
㈰

◆
試
験
場
所
・
種
類

まちのおしらせ

危
険
物
取
扱
者
試
験

「
早
ね
・
早
お
き
・
朝
テ
ニ
ス
」

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

第
42
回
く
り
や
ま

マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
札
幌
市　

甲
種
（
特
類
）、
甲
種
、
乙
種

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施

◆
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

７
月
5
日
㈫
～
13
日
㈬

・
電
子
申
請　

７
月
2
日
㈯
～
10
日
㈰

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
講
習
日　

７
月
28
日
㈭
・
29
日
㈮

◆
場

所

北
海
道
自
治
労
会
館
（
札
幌
市
中
央
区

北
６
条
西
７
丁
目
）

◆
講
習
科
目

・
危
険
物
に
関
す
る
法
令

・
基
礎
的
な
物
理
学
及
び
化
学

・
危
険
物
の
性
質
並
び
に
そ
の
火
災
予
防

及
び
消
火
の
方
法

・
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

消
防
設
備
士
試
験

募
　
　
集

試
　
　
験

講
　
　
習

く
り
や
ま
夏
ま
つ
り

「
活
み
こ
し
」
参
加
者
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

◆
講
習
日

・
第
１
種　

８
月
24
日
㈬
～
26
日
㈮

・
第
２
種　

８
月
31
日
㈬
～
９
月
２
日
㈮

◆
講
習
場
所

北
海
道
建
設
会
館
（
札
幌
市
中
央
区
北

４
条
西
３
丁
目
）

◆
受
付
期
間

７
月
19
日
㈫
～
８
月
3
日
㈬

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０
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★ 1 等 2 億円（26 本）☆前後賞各 5 千万円
★ 2 等 1 億円（26 本）
★発売期間 7 月 11 日㈪～ 29 日㈮
★抽選日 8 月 9 日㈫
この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。

【問い合わせ】
財団法人 北海道市町村振興協会　☎ 011（232）0281

◆
日
程
・
内
容

・
1
回
目　

7
月
14
日
㈭

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
？

・
2
回
目　

7
月
21
日
㈭

自
分
を
知
り
、
他
者
を
知
る

・
3
回
目　

7
月
27
日
㈬

　

共
感
的
傾
聴
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

・
4
回
目　

8
月
1
日
㈪

認
知
症
・
精
神
障
が
い
者
・
高
齢
者
の

う
つ
、
孤
独
に
つ
い
て

・
5
回
目　

8
月
3
日
㈬

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
ロ
ー

ル
プ
レ
ー
、
町
内
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
「
虹
」
活
動
者
の
体
験
談

・
6
回
目　

8
月
8
日
㈪

養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
徳
苑
で
体
験
実
習

◆
時

間

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

※
8
月
8
日
の
み
午
前
10
時
～
正
午

◆
講

師　

　

松
坂　

志
津
枝
氏
（
シ
ニ
ア
・
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
心
理
療
法
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
１
級
）

◆
場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
参
加
料　

無　

料

◆
申
込
期
限
　

7
月
11
日
㈪

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
１
3
3
2

運転免許証、預金通帳などで証明書が必
要な方は、無料で交付します。

・7 月 11 日から無料で証明書を交付します。
本人確認書類を持参の上お越しください。

国 民 年 金
「国民年金保険料が

クレジットカードで納付できます」
　国民年金保険料を納めやすくするために、ク
レジットカードをご利用いただけます。
　納付できる保険料は「定額保険料」および「付
加保険料込みの定額保険料」で、納付方法を毎
月納付、６カ月前納および１年前納から選ぶこ
とができます（過去の未払い分の保険料および
一部が免除されている場合は利用できません）。
　なお、カード会社へのお支払回数は、１回払
いのみとなります。
　クレジットカードでの納付をご希望される場
合は「国民年金保険料クレジットカード納付申
出書」の提出が必要となります。
　詳しくは下記にお問い合わせください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ ☎� 7509

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ  ☎� 7509

電算化準備のため 7 月 10 日の役場日曜窓
口開設では戸籍謄抄本などの交付ができま
せん。ご理解をお願いします。

国民健康被保険者証・介護保険被保険者
証・後期高齢者医療被保険者証・住民基
本台帳カードを修正します。

・8 月 1 日から修正の受付を行います。有
効期限のある被保険者証およびカード
を持参の上お越しください。

戸籍事務の電算化により
”　　　　　”の文字を
修正された皆さんへ

聴
き
上
手
か
ら
話
し
上
手
へ

話
の
聴
き
方
講
座

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

 「2000万サマー」も
同時発売



岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

◆
日

時

7
月
8
日
㈮
、
22
日
㈮
、
8
月
5
日
㈮
、

19
日
㈮
、
9
月
9
日
㈮
、
30
日
㈮

※
要
事
前
予
約

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署

☎
０
１
２
６
（
2
2
）
0
8
1
0

　

夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気

や
け
が
、
誤
飲
な
ど
の
際
に
、
皆
さ
ん

か
ら
の
電
話
に
よ
る
相
談
に
対
し
、
選

任
の
看
護
師
や
小
児
科
医
師
が
助
言
を

行
い
ま
す
。

◆
相
談
の
日
時

年
中
無
休
（
午
後
7
時
～
11
時
）

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
1
（
2
3
2
）
1
5
9
9

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所　

保
健
福
祉
企
画
課

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
0
1
0
3

◆
日
時
・
場
所

　
7
月
15
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

・
7
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

7
月
20
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

28

まちのおしらせ

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

　アナログ放送は、7 月 24 日に終了し、地上デジ
タル放送（地デジ）に移行されます。地デジ受信
の準備をお早めにお願いします。
　なお、「地デジを見るには、どうすればよいか？」
などご不明な点がありましたら「総務省テレビ受
信者支援センター（デジサポ道央）」までお問い合
わせください。
地デジを視聴するには・・・
①地デジ対応のテレビに買い替える
②地デジ簡易チューナーを買い足す
③ケーブルテレビで視聴する　など

■問い合わせ先
　デジサポ道央　☎011-351-1155
　町経営企画課地域政策グループ　☎� 7502

譲
渡
所
得
・
相
続
税
・
贈
与

税
の
個
別
相
談

小
児
救
急
電
話
相
談

経済的な理由で地上デジタル放送が受信できない方
に対して、簡易チューナーの無償給付を行います。

【対象】
次のいずれかに該当し、ＮＨＫの放送受信料が全
額免除となっている世帯
①生活保護などの公的扶助を受けている世帯
②障がい者がいる世帯で、全員が市町村民税非課税
③社会福祉施設に入所し、テレビを持ち込んでいる方
なお、既に地上デジタル放送が視聴できる環境に
ある世帯については、支援の対象外となります。

■問い合わせ先
総務省　地デジチューナー支援実施センター
☎0570-033840( ナビダイヤル )
町住民福祉課　福祉・子育てグループ　☎� 2222

ア ナ ロ グ 放 送 は　　　で 終 了
経済的に受信が困難な方地デジの準備はお済ですか？

【
5
月
16
日
～
6
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    
月 
日                          
父
母
名       

住  

所

山
﨑
優ゆ

づ
き月 

5/26

中
川
青そ

ら空 

5/27

山
下
叶か

な
み望 

5/30

田
中
幸ゆ

き
ほ歩 

6/2

昌

隆

暖

美

圭

太
歩

政

一

孝

子

和

幸

美
由
紀

松
風
３

朝
日
４

錦

１

松
風
４

お
め
で
た

【
5
月
16
日
～
6
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

竹
内
幸
雄 

64 

5/20 

本

人

桂
　

吉
雄 

94 

5/20 

本

人

荒
井
　

榮 

85 

5/21 

佐
藤
里
子

松
本
フ
ミ 

93 

5/27 

泰

幸

長
澤
ト
メ 

83 

5/29 

本

人

磯
見
秀
司 

97 

5/29 

本

人

阿
部
　

勇 

81 

5/30 

本

人

宇
田
信
一 

92 

6/3 

本

人

川
瀬
希
介 

94 

6/5 

本

人

今
川
悦
子 

82 

6/5 

本

人

大
川
三
郎 

86 

6/11 

一

夫

お
く
や
み

継

立

御

園

中
央
３

松
風
２

松
風
４

中

里

朝
日
４

中
央
２

中
央
２

日

出

南
学
田

◇
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
カ
モ
ミ
ー
ル
（
由

仁
町
）
◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
㈲
粒
里

【
金
一
封
】

◇
小
林
榮
子
さ
ん
（
錦
3
）
◇
島
家
御
一

同
（
鳩
山
）

【
物　

品
】

◇
斉
藤
栄
吉
さ
ん
（
旭
台
）

【
慰　

問
】

◇
栗
山
混
声
合
唱
団
（
板
垣
卓
也
団
長
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
天
理
教
青
年
部
（
富
山
知
一
部
長
）
◇

月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）
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貯水槽をお使いの皆さんへ
　水を貯水槽に貯めてから、給水して
いる建物は、設置者が責任をもって管
理をしなければなりません。管理を怠
ると水質悪化を招き、適切な給水がで
きなくなる可能性があります。設置者
は次のことを守って適切な管理をお願
いします。

１．貯水槽の清掃を実施しましょう。
　貯水槽は少なくとも年１回は清掃し
てください。毎日使っていても、貯水
槽は少しずつ汚れていきます。専門業
者 に 定 期 的 に 清 掃 を 行 っ て も ら い ま
しょう。

２．貯水槽の点検を実施しましょう。
　有害物質からの汚染、亀裂・破損に
よる漏水などを防ぐために、月１回は
定期的に施設の点検を行ないましょう。
　また、台風や地震
な ど の 発 生 に よ り、
水質が悪くなる恐れ
がありますので、そ
のつど点検を行なう
ようにしましょう。

※主な検査、点検内容はつぎのとおり
● 貯水槽周辺の整理整頓
● 貯水槽の亀裂・破損・漏水などの有無
● 貯水槽内部の状態（さびや沈積物な

どの有無）
● マンホールの密閉・施錠
● オーバーフロー管、通気管の防虫網

の設置、破損状況

　貯水槽に給水する水がきれいでも、
貯水槽が不衛生では意味がありません。
管理する皆さんが飲み水の安全の重要
性を認識して、自主的に衛生管理を徹
底していただくこと重要です。

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

infomation ７

【
金
一
封
】

◇
荒
谷
亮
太
郎
さ
ん
（
埼
玉
県
）
よ
り
総
務

寄
付
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）と
し
て

　【
物　

品
】

◇
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
カ
モ
ミ
ー
ル
（
由

仁
町
）
◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス　

シ
オ
ミ
薬
品

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団
◇
エ
ス
ケ
ー
ア

イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗
山
店
◇

◇
寺
西
き
よ
子
さ
ん
（
角
田
）
◇
早
坂
理

容
院
◇
く
す
り
の
え
び
な

【
慰　

問
】 ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

■ 次号「広報くりやま 8 月号」の原稿締切は 7月14日㈭まで ■ 提出先：町総務課広報・情報 G　☎�7501

みんなの

水 道
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■公演日・場所　
　１１月２７日㈰／栗山公演・カルチャープラザ「Ｅｋｉ」
　１２月　４日㈰／北広島公演・芸術文化ホール「花ホール」
■公演内容
　栗山と北広島の市民劇団によるコメディー劇の舞台発表
■募集内容
　出演者・舞台スタッフ（舞台練習、各公演に参加できる方）
■申込期限　７月２９日㈮
■主　　催　北の文化塾ネット推進協議会
■申込先・問い合わせ
　教育委員会社会教育グループ　☎７２－１１１７

ふれあい笑劇場２０１１ スタッフ・キャスト募集ふれあい笑劇場２０１１ スタッフ・キャスト募集

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

【日 時】　　７月１６日㈯
               １４：００～
【場 所】　栗山町図書館
【講 師】　水野　直治氏
【演 題】　
　地震はなぜ起きるのか～栗山町と活断層
【対 象】　一般町民
【定 員】　５０人
【参 加 費】　無料

栗山町図書館文化講演会

●日　 時　７月１4 日㈭ ・ １５日㈮ 9:00 ～12:00

●場　 所　北海道介護福祉学校　講堂

●内　 容　実習報告会

●問い合わせ

　　介護福祉学校事務局

   ☎７２－６０６０

現場での実習を終えた２年
生の報告会を公開します。
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　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携
を深めることを目的として、町内の各小中学校の授
業を公開する「地域公開授業参観」を実施します。

学校名 開催日 時間 対象
栗山中学校

☎７２－０２６９ ７月１５日㈮ ８：４０～１４：１５ 全学年

継立中学校
☎７５－２０２４ ７月２０日㈬ １３：１５～１４：０５ 全学年

　図書館にある利用者用インターネット端末で、

北海道新聞データーベースをご利用いただけま

す。調べたいキーワードを入力すると、１９８８

年から最新までの北海道新聞の地方版を含めた

記事の検索が可能です。

　また、図書館には１９７０年からの北海道新

聞縮刷版があります。どうぞご利用ください。

図書館で北海道新聞の記事が検索できます

31

バス待合所をボランティアで

ボランティアで北創（佐々木康宏社長、札幌市）が、スクー
ルバス待合所を直してくれました。同社は旭台杵臼線の

工事を行う際、バス待合所の基礎部分が腐食していることを
心配し修繕していただいたものです。藤原義行現場作業所長は
「日頃より地域の皆さんにお世話になっています。皆さんのお
役に立てればと思い作業させて頂きました」と話していました。
また、地域の保護者皆さんの手で、北学田にある使用していな
いバス待合所を、これまで待合所がなかった「北学田中央」の
停留場所へ移設作業をしていただきました。（６月３日）

小学校・保育所グラウンドを整備＊共立道路

共立道路（鵜川昌久社長）が、ボランティアで継立小学校
と継立保育所の整備を行いました。この日は約20人の

社員が参加。また、同社のボランティア活動に賛同した日立
建機レック栗山営業所も参加しました。継立小学校で重機を
使ったグラウンドの整地や、継立保育所で砂場の砂の入れ替え
作業に汗を流していました。　　　　　　　   　（６月１日）

第１８回くりやまウォークラリー開催

町内約４キロメートルのコースをマップに従って歩き、各
チェックポイントを通過しゴールを目指す「第１８回く

りやまウォークラリー」（町教育委員会主催）が開催されまし
た。親子連れや友人などで構成された２２チーム、７２人が
参加。スポーツセンターを出発した参加者は、各ポイントごと
に設定されているドッヂビーストラックアウト、黒ひげ危機一
髪などのミッションをクリアしながら順位を競いました。最高
得点を獲得した相木岳斗くん、川上聡士くん（栗山小４年）の
チームが見事優勝を飾りました。　　　　  　 （６月１９日）

お話の世界を楽しむ＊こども読書まつり

おはなしボランティア「栗の子」(小原富佐子会長)主催の「こ
ども読書まつり」が町図書館で開かれ、親子連れなど約

100人が楽しいひとときを過ごしました。子どもたちに、もっと本
に親しんでもらおうと町図書館が協力し毎年開かれています。
サークルのメンバーによる、大型絵本『ぞうのはな』の読み聞か
せや、ジャンボ絵本『すいかのたね』、パネルシアター『たまごで
ポン』、『びっくりマジック』などを披露しました。お母さんと一
緒に参加した河合悠

ゆ う き

希君（3歳）は「紙芝居とマジックがおもしろ
かった」と楽しそうに話していました。　　　　　（６月１１日）
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楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

皆
さ
ん
そ
ろ
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日　
　

時

　

７
月
２
日
㈯　

午
前
11
時
～　

■
場　
　

所

　

栗
山
町
図
書
館
（
中
央
3
）

■
対　
　

象

　

幼
児
～
小
学
生
低
学
年

■
入
場
料　

無
料

■
内　
　

容

　

・
手
遊
び　

「
キ
ャ
ベ
ツ
は
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
」

　

・
絵
本

「
や
さ
い
の
お
な
か
」

「
お
や
お
や
お
や
さ
い
」

　

・
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

「
ペ
ー
パ
ー
マ
ジ
ッ
ク
」

　

・
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

「
や
さ
い
で
ぺ
っ
た
ん
」

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
栗
の
子
」

　

小
原　

富
佐
子　

☎
�
1
6
4
8

次回は・・
８月６日㈯
１１：００～

図書館

　教育委員会では、
町文化財保護委員会

（森若一治委員長）
の協力により、ふるさ
とくりやまの歴史に対
する関心を高めてもら
うために、くりやま歴
史散歩マップを作成し
ました。
　町内の各所（５８カ
所）にある史跡を紹
介する地図を掲載して
いるほか、それぞれの
由来についても紹介し
ています。
　ふるさとくりやまの歴史を学ぶきっかけとしてぜひ
ご利用ください。

【配布場所】　町内公共施設にて配布
【問い合わせ】

　教育委員会社会教育グループ　☎７２－１１１７

催
　
し

開
拓
記
念
館
特
別
展

「
栗
山
町
と
近
隣
・
昔
の
地
図
展
」

◆
期
　
　
間

　

７
月
15
日
㈮
～
８
月
31
日
㈬

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
休
館
日

　

７
月
18
日
㈪
を
除
く
毎
週
月
曜
日
・
７

月
19
日
㈫

◆ 

場
　
　
所　

開
拓
記
念
館
（
角
田
）

◆
入
館
料　

小
中
学
生　
　
　

50
円

　
　
　
　
　
　

高
校
生
・
一
般　

100
円

※
町
内
の
小
中
学
生
は
入
館
料
無
料

◆ 

問
い
合
わ
せ

　

開
拓
記
念
館　

☎
�
６
０
３
５

を作成しました。
くりやま歴史散歩マップ

【問い合わせ】　指定管理者クリーンセンター　☎ 73-3200

■時 間　１３：００受付

■場 所　御園パークゴルフコース

■対 象　パークゴルフ初心者（町内在住者）

■指 導 員　

　町パークゴルフ協会指導員、指定管理者アドバイザー

■参 加 費

　各回３００円、用具代金１００円（小、中学生無料）

■申 込 先　講習会当日現地にて申し込み

■そ の 他　

　１０月に初心者対象の大会を予定しています。

パークゴルフ初心者講習会パークゴルフ初心者講習会パークゴルフ初心者講習会

回数 開催月日 指導員
　１ ７月　５日（火）町パークゴルフ協会指導員
　２ ７月２３日（土）指定管理者アドバイザー
　３ ８月　５日（金）町パークゴルフ協会指導員
　４ ８月２７日（土）指定管理者アドバイザー
　５ ９月　５日（月）町パークゴルフ協会指導員
　６ ９月２４日（土）指定管理者アドバイザー

パークゴルフ初心者を対象にした講習会を開催

いたします。健康増進に適度な運動ができる

パークゴルフで元気になりましょう。

33

由
仁
町

大
平
ま
ゆ
み

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
演
奏
会

■
日　
　

時

　

７
月
13
日
㈬

　

午
後
５
時
45
分
開
場

　

午
後
6
時
30
分
開
演

■
場　
　

所

　

由
仁
町
文
化
交
流
館

■
チ
ケ
ッ
ト

　

１
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

由
仁
町
教
育
委
員
会

　

☎
�
３
９
０
４

南
幌
町

「
２
０
１
１
絵
本
パ
ワ
ー
い
っ
ぱ
い
」

夏
休
み
企
画

■
日　
　

時　

８
月
８
日
㈪

　

午
前
10
時
～
12
時

■
場　
　

所

　

南
幌
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
　

容

　

夏
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
ラ
イ
ブ

　
（
絵
本
作
家 

あ
き
や
ま
た
だ
し
氏
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

き
ゃ
べ
っ
と　

郡

　

☎
0
9
0
‐
２
０
７
７
‐
２
１
８
５

7月 3０日㈯　１２：３０～１５：００
【場 所】　栗山水泳プール

【対 象】　町内小学生

【内 容】　自由形などの競泳や水上ビンゴなどのゲー　

　　　　　　　　　　ムを行います。泳ぎが苦手でも楽しめます。

【申込方法】　各学校で配布する申込書を提出

【申込期限】　７月１５日㈮
【申込先・問い合わせ】

　教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117

2011 くりやまスイミングフェスティバル2011 くりやまスイミングフェスティバル2011 くりやまスイミングフェスティバルみのや雅彦ライブコンサートみのや雅彦ライブコンサート
■日 時　７月１６日㈯　
　　　　　　　　　　　開場１７ ： ３０　開演１８ ： ００

■場 所　カルチャープラザ「Eki」
■前 売 券　２，０００円（全席自由席）
■当 日 券　３，０００円（全席自由席）
■前売券取り扱い所　
カルチャープラザ「Eki」、総合福祉センター「しゃるる」、
角田改善センター、南部公民館、白光堂楽器店
■問い合わせ
カルチャープラザ運営実行委員会　☎ 73-3333

毎月第２日曜日は　（８月は１４日）
 『ハサンベツの日』作業日

【主催】ハサンベツ里山計画実行委員会　【問い合わせ】いきものの里ふれあいプラザ（栗山自然情報館）　☎７２－３０００

夏の風物詩 「ホタル鑑賞」
　夏の風物詩ホタルの鑑賞会を行います。暑い夜の暗
闇の中、光を放ちながら飛び交うヘイケボタルの生息
地にご案内します。里山づくりも１１年目を迎え、ホ
タルが少しずつ増え、自然繁殖するようになりました。
ご家族連れでぜひ訪れてください。

【日　　時】７月２４日㈰  １９：２０～２０：３０
【場 所】ハサンベツ里山センター集合

　　　　　※駐車場は、大看板前をご利用ください。

　いつのまにか若葉が色を濃くし、山々が緑一色に包まれま
した。里山の田んぼには継立中学校３年生とキッズクラブの
子どもたちにお手伝いをいただき、杵臼の本田諭さんから提
供いただいたもち米の苗が青 と々育ち、里山らしい景観が広
がってきました。湿地にはヒオウギアヤメやエゾカンゾウが
咲き、池や川にはシオカラトンボやカワトンボが飛び始めまし
た。里山づくりに参加し一緒に汗を流してみませんか。

今月のハサンベツの日は
　湿原の花や里山景観などの見学がてら、里山
づくりに参加し一緒に汗を流してみませんか。

【日 　 時】７月１０日㈰  ９：００～１２：００
【場 所】ハサンベツ里山センター
【内　　容】  湿性植物の移植・ポットへの種まき、

田んぼ・畑の草取り、草刈
【持 ち 物】  軍手、長靴など
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▼
今
月
か
ら
マ
ナ
ビ
ィ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
新
人
原
田
で
す
。
私
が
去
年
ま
で
い
た
大

分
県
は
梅
雨
の
真
っ
只
中
。
ジ
メ
ジ
メ
し
て
気
持

ち
の
悪
い
日
々
を
過
ご
し
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

北
海
道
は
梅
雨
な
ん
て
言
葉
と
は
無
縁
で
、
カ
ラ

ッ
と
し
た
気
持
ち
の
い
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
度
、
離
れ
て
み
る
こ
と
で
、
気
付
か
な
か
っ
た

良
い
と
こ
ろ
が
見
え
て
く
る
も
の
で
す
ね
。（
原
田
）

▼
「
技
術
よ
り
声
を
出
す
こ
と
か
ら
！
」。
硬
式

テ
ニ
ス
講
習
会
の
取
材
に
行
っ
た
と
き
に
指
導
者

の
方
が
子
ど
も
た
ち
に
言
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
緊
張
気
味
な
の
か
あ
ま
り
声
を
出
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。
技
術
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。　                         （
渡
辺
）

▼
伸
び
の
び
と
明
る
く
暮
ら
す
に
は
？
日
出
の
佐

藤
会
長
は
話
さ
れ
ま
す
。「
人
と
の
関
係
は
頭
ご
な

し
で
は
駄
目
で
す
。
誰
も
が
言
い
た
い
こ
と
を
言

え
る
環
境
作
り
が
大
切
。
人
に
何
か
伝
え
る
時
は
、

人
を
介
し
て
伝
え
る
と
、
角
が
と
れ
て
伝
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」
…
と
。
な
る
ほ
ど
人
生
の
機
微
。

普
段
何
も
言
え
な
い
私
は
、
こ
れ
か
ら
（
子
ど
も
を

介
し
て
）
対
嫁
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。（
中
野
）

編
集
後
記

栗山テニス協会（玉田哲男会長）主催の「硬式テニ
ス講習会」が 6 月 18 日から始まりました。小学生
を中心に 30 人が参加。同協会の亀田京子さんは「技
術も大事ですが、大きな声を出せるようにしましょ
う」と参加者に呼びかけていました。

硬式テニス講習会
栗山テニス協会


